
吉川美穂　「本多平八郎姿絵屛風」の像主について

図19　葵紋小袖　部分

図15　若衆　口 部分 図16　葵紋小袖の女　口 部分

図17　彦根屛風
　　　刀にもたれる男　口 部分

図18　彦根屛風
　　　双六の女　口 部分
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安藤香織　築地名苑真景草木虫魚図巻について

図1　築地名苑真景草木虫魚図巻（以下「築地図巻」と略称する）　屋敷図部分　徳川美術館蔵

図2　築地図巻　江戸湾図部分

図3　築地図巻　草本部分
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に
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い
て

「
七

狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
」
に
つ
い
て

加
　
藤
　
祥
　
平

　

緒　
　
　

言

一　

探
幽
徳
川
「
「
概
要

二　

探
幽
徳
川
「
「
特
質
「
そ
「
画
源

三　

「
七
世
紀
に
お
け
る
呂
紀
「
品
「
受
容
「
探
幽

四　

探
幽
「
呂
紀
学
習

　

結　
　
　

語

緒　
　
　

言

江
戸
時
代
初
期
「
「
七
世
紀
は
様
々
な
絵
画
が
流
通
し
た
時
代
で
あ
る
。
幕
府
「
御

用
を
担
い
「
各
大
名
家
「
も
交
流
し
た
狩
野
探
幽「
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
「は
「
そ
「
立

場
か
ら
古
今
・
日
「
内
外
「
数
多
く
「
絵
画
を
目
に
す
る
こ
「
が
で
き
た
。
従
来
「
探

幽
「
絵
画
観
に
つ
い
て
は
「
中
国
・
宋
元
時
代
「
絵
画
を
重
視
・
尊
重
す
る
室
町
時
代

「
来
「
価
値
大
系
「
影
響
「
に
あ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
探
幽
が
和
漢
「
名
画

家
「
画
風
を
七
「
「
図
に
描
き
分
け
た
「
学
古
帖
「「
個
人
蔵
「が
「
室
町
将
軍
家
「
座

敷
飾
り
「
手
引
書
で
あ
る
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
収
録
さ
れ
る
「
宋
元
時
代
「
画
家

を
上
中
「
に
格
付
け
し
た
「
絵
之
筆
者
上
中
「
「「
い
わ
ゆ
る
「
画
人
録
「
に
基
づ
い

て
い
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
「
そ
も
そ
も
探
幽
「
絵
画
観
が
「
画
人
録
「
「
影
響
を
受
け
る
こ
「
は
「
当
時

「
大
名
家
が
徳
川
将
軍
「
「
御
成
「
を
迎
え
る
際
「
そ
「
座
敷
飾
り
「
基
「
を
『
君
台

観
左
右
帳
記
』に
置
い
て
い
た
こ
「
に
大
き
く
起
因
す
る
。多
く
「
大
名
家
は「
画
人
録
「

に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
が
描
い
た
─
「
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
─
絵
画
を
必

然
的
に
蒐
集
・
重
宝
す
る
こ
「
「
な
っ
た
。
将
軍
家
「
御
用
に
仕
え
る
立
場
に
あ
っ
た

探
幽
も
「
そ
う
し
た
環
境
「
で
「
画
人
録
「
「
価
値
観
を
身
に
着
け
る
こ
「
に
な
る
。

た
だ
し
「『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
「
七
世
紀
「
初
頭
か
ら
恒
常
的
に
強
い
影
響
力

を
保
っ
た
か
「
い
う
「
「
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
な
い
。
「
六
世
紀
後
半
か
ら
「
七
世

紀
後
半
に
か
け
て
「
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
掛
物
「
変
遷
に
関
す
る
分
析
が
次
「
こ
「

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
六
世
紀
末
頃
ま
で
は
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時

代
「
画
家
「
絵
画
や
同
時
代
「
中
国
禅
僧
「
墨
蹟
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
「

が
「
「
七
世
紀
に
な
る
「
「
そ
れ
ま
で
「
書
画
に
加
え
「
絵
画
で
は
雪
舟「
一
四
二
〇

「
1
「

「
2
「

「
3
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
「

〜
一
「
〇
六
「や
狩
野
元
信「
一
四
七
七
〜
一
「
「
九
「「
い
っ
た
室
町
時
代
「
画
家
「
絵

画
「
さ
ら
に
松
花
堂
昭
乗「
一
「
「
二
〜
一
六
三
九
「や
探
幽
「
い
っ
た
同
時
代
「
画
家
に

よ
る
絵
画
「
鎌
倉
時
代
に
来
朝
し
た
蘭
渓
道
隆「
一
二
一
三
〜
七
「
「や
室
町
時
代
「
一

休
宗
純「
一
三
九
四
〜
一
四
「
一
「「
ま
た
春
屋
宗
園「
一
「
二
九
〜
一
六
一
一
「・
澤
庵
宗
彭

「
一
「
七
三
〜
一
六
四
六
「・
江
月
宗
玩「
一
「
七
四
〜
一
六
四
三
「ら
同
時
代
「
禅
僧
に
よ
る

墨
蹟
が
用
い
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
元
々
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時

代
「
画
家
や
同
時
代
「
禅
僧
に
限
ら
れ
て
い
た
「
こ
ろ
が
「
徐
々
に
筆
者
で
あ
る
画
家

や
禅
僧
「
出
身
地
や
時
代
が
拡
大
し
て
い
っ
た
「
で
あ
り
「
御
成
「
記
録
で
も
「
七
世

紀
後
半
を
中
心
に
同
様
「
現
象
が
確
認
で
き
る
。
要
因
「
一
つ
に
は
「
そ
も
そ
も
日
「

に
渡
っ
て
き
て
い
た
宋
元
時
代
「
絵
画
・
墨
蹟
「
数
量
が
限
ら
れ
て
お
り
「
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
需
要
が
供
給
を
超
え
「
入
手
す
る
こ
「
が
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
「
が
考

え
ら
れ
る
。

探
幽
に
よ
る
絵
画
「
鑑
定
記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
そ
う
し
た
「
七
世
紀

に
流
通
し
て
い
た
絵
画
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
探
幽
縮
図
「
中
「
筆
者
が
記
さ
れ
た

縮
図
に
つ
い
て
は
「
板
倉
聖
哲
氏
に
よ
っ
て
次
「
よ
う
に
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る「
一

部
「
「
稿
「
表
記
に
合
わ
せ
て
語
句
を
変
更
し
た
「。

⑴　

雪
舟
・
狩
野
元
信
・
狩
野
永
徳
・
明
兆
・
雪
村
な
ど
「
日
「
画

⑵　

室
町
時
代
「
来
「
評
価
「
高
い
宋
元
時
代
「
絵
画

⑶　

院
体
画
「
理
解
「
延
「
「
し
て
「
明
時
代
職
業
画
家
「
「
水
・
人
物
・
花
鳥
図

こ
う
し
た
記
録
を
残
し
た
探
幽
「
絵
画
「
品
に
「
右
「
⑴
・
⑵
か
ら
「
影
響
を
指
摘

す
る
意
見
は
こ
れ
ま
で
多
く
あ
っ
た
が
「
⑶
「
明
時
代「
一
三
六
「
〜
一
六
四
四
「「
絵
画

か
ら
「
影
響
に
関
す
る
言
及
は
未
だ
決
し
て
多
く
な
い
。
近
年
「
成
果
で
は
「
探
幽
が

明
時
代
「
花
鳥
図
「
モ
チ
ー
フ
や
彩
色
法
を
学
習
し
「
「
「
歳
代
「
降
「
「
品
に
み
ら

れ
る
新
た
な
様
式
「
著
色
花
鳥
図
に
活
か
し
た
こ
「
が
安
田
篤
生
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
「
新
た
な
様
式
「
は
「
氏
「
記
述
を
そ
「
ま
ま
借
り
れ
ば
「「
や
や
薄
め

「
彩
色
を
基
調
に
各
種
「
色
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
塗
り
「
薄
い
部
分
で
は
「

紙
に
同
化
す
る
よ
う
な
彩
色
法
「に
特
色
が
あ
る
「
い
う
。
ま
た
「野
田
麻
美
氏
が
「
学

古
帖
「
「
分
析
を
深
め
「
明
時
代
絵
画
「
特
に
院
体
画
様
式
「
「
品
を
参
照
し
「「
学

古
帖
「
「
「
画
に
利
用
し
て
い
た
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
稿
で
「
「
す
る
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
「
「
「
探
幽
徳
川

「
「
「
「
称
す
る
。
図
1
「は
「
広
い
余
白
を
保
っ
た
画
面
に
四
季
「
花
鳥
を
描
い
た
六

曲
一
双
「
屛
風
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
徳
川
美
術
館
で
「
展
示
を
主
「
し
て
幾
度
か
紹

介
さ
れ
て
き
た
が
「
詳
し
く
論
究
さ
れ
た
こ
「
は
な
か
っ
た
。
「
稿
で
は
「
探
幽
徳
川

「
「
「
品
概
要
を
述
べ
「
構
図
「
モ
チ
ー
フ
に
見
ら
れ
る
探
幽
徳
川
「
「
特
質
を
見
出

し
「
そ
「
源
泉
を
「
七
世
紀
に
需
要
「
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
絵
画
に
追
う
「
「
も

に
「
近
年
「
研
究
成
果
に
基
づ
き
「
明
時
代
「
絵
画
か
ら
探
幽
が
受
け
た
影
響
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
る
。

一　

探
幽
徳
川
本
の
概
要

探
幽
徳
川
「
「
基
「
的
な
情
報
を
述
べ
る
「
「
法
量
は
各
隻
「
紙
縦
一
二
一
・
「
糎
「

横
三
二
三
・
六
糎
で
「
「
紙
「
材
質
は
絹
「
著
色
で
あ
る
。
表
装
は
大
縁
を
萌
黄
地
唐

花
文
銀
襴
「
小
縁
を
紺
地
唐
花
唐
草
兎
文
金
襴
「
す
る
。
裏
面
に
は
鳥
襷
文
「
唐
紙
が

貼
ら
れ
て
い
る
。

現
在
徳
川
美
術
館
に
遺
る
尾
張
徳
川
家
「
蔵
帳
「
内
「
「
二
代
斉
荘「
一
「
一
〇
〜

四
「
「頃
「
当
主
「
私
的
所
有
品
を
ま
「
め
た
「
さ
れ
る
「
御
側
御
道
具
帳
「「
什
器
旧
原

「
4
「

「
5
「

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

「
10
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
九

簿
第
三
号
「「
「
艮　
御
屛
風
「
に
探
幽
徳
川
「
「
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
当
時
名
古

屋
城
二
之
丸
「
艮

う
し
「
ら「

東
北
「櫓
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
分
か
る
。
し
か
し
「「
御
側

御
道
具
帳
「
「
外
「
蔵
帳
に
記
載
が
確
認
で
き
な
い
た
め
「
そ
れ
「
前
「
来
歴
は
未
詳

で
あ
る
。

ま
た
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
添
書
に
は
「
大
縁
鼡
に
し
き 

小
縁
白
地
錦 

裏
銀
小

紋 

形
帋
金
物
銀
御
紋
ち
ら
し
「
「
あ
り
「
現
状
「
表
装
「
異
な
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「

現
行
「
「
品
台
帳
に
記
録
さ
れ
る
「
大
正
三
年「
一
九
一
四
「二
月
「
骨
組
を
新
調
し
た

仕
立
て
替
え
「
際
に
表
装
が
改
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
表
装
が
改
め
ら
れ
た
「

は
「
現
状
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
画
面
に
広
が
る
虫
損
を
修
理
す
る
た
め
だ
っ
た

「
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
「
蠟
色
塗
「
椽
に
は
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
添
書
「
記
述
通
り
「
銀
製
で
魚
々

子
地
に
葵
紋
が
付
さ
れ
た
飾
金
具
「
鋲
が
打
た
れ
て
い
る「
挿
図
1
「。
葵
紋
「
様
式
「

し
て
は
「
紋
「
縁
が
細
く
「
縁
か
ら
葉
柄
が
伸
び
て
お
り
「
葉
に
は
猪
目
状
「
丸
み
が

見
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
七
世
紀
に
製
「
さ
れ
た
金
具
「
考
え
ら
れ
る
。
製
「
経
緯
「

「
「
は
後
に
譲
る
「
し
て
「
「
七
世
紀
に
尾
張
徳
川
家
「
依
頼
で
製
「
さ
れ
た
屛
風
「

想
定
で
き
る
仕
様
「
な
っ
て
い
る
。

両
隻
「
端
に
は
「
墨
書
で
「
探
幽
齋
筆
「
「
署
名
が
記
さ
れ
「「
法
眼
探
幽
「
朱
文

円
内
方
印
・「
探
幽
「
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る「
挿
図
2
「。
署
名
「
書
体
に
は
左

右
隻
で
微
細
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
が
「「
探
「
「
手
偏
「
扌
「
「
第
一
画
「
横
画
が

払
う
よ
う
に
し
て
や
や
右
上
方
に
向
か
う
こ
「
「
お
な
じ
く
「
扌
「
「
第
三
画
「
は
ね

上
げ
が
垂
直
方
向
に
寄
っ
て
い
る
こ
「
「「
幽
「
「
第
一
画
「
縦
画
「
終
筆
が
は
ね
上

が
る
こ
「
「
二
つ
「
「
幺
「
が
連
綿
「
し
て
「
〻
「
「
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
「
が
共

通
「
特
徴
「
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
諸
氏
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
落

款
「
編
年
を
基
に
「
探
幽
徳
川
「
「
他
「
「
例
「
「
署
名
を
比
較
「
「
す
る
「
「
「
応

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「

「
15
「

挿図1　飾金具挿図2　右隻 落款挿図2　左隻 落款



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
〇

三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「頃
「
書
体
「
推
定
さ
れ
る
。

こ
「
頃
「
探
幽
「
動
向
を
先
行
研
究
か
ら
辿
る
「
「
大
規
模
な
事
業
に
限
っ
て
も
「

「
応
三
年
に
は
妙
心
寺
「
坊
方
丈
障
壁
画
「
同
四
年
二
月
に
は
「
応
度
禁
裏
造
営
「
明

暦
三
年「
一
六
「
七
「か
ら
萬
治
元
年「
一
六
「
「
「に
は
江
戸
城
「
丸
「
御
用
を
担
う
な

ど
「
探
幽
「
生
涯
で
も
繁
忙
期
に
あ
た
り
「
江
戸
「
京
を
何
度
も
往
来
し
て
い
る
。
こ

「
期
間
「
探
幽
「
活
動
拠
点
「
ほ
「
ん
ど
は
京
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
「
現
場
で
製
「
す

る
こ
「
も
あ
れ
ば
「
工
房
で
依
頼
品
を
製
「
し
「
「
紙
や
出
来
上
が
っ
た
掛
物
や
屛
風

を
注
文
主
に
送
り
届
け
る
こ
「
も
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
だ
け
「
動

向
で
は
探
幽
徳
川
「
が
製
「
さ
れ
た
時
期
を
絞
り
込
む
こ
「
は
難
し
い
。

そ
こ
で
「
同
時
期
「
尾
張
徳
川
家
「
動
向
を
確
認
し
て
お
く
。
探
幽
徳
川
「
が
他
家

か
ら
尾
張
徳
川
家
に
贈
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
「
そ
う
し
た
「
「
が
記
録

か
ら
確
認
で
き
な
い
現
状
「
尾
張
徳
川
家
が
注
文
し
た
「
仮
定
す
る
。
結
果
を
先
に
述

べ
て
し
ま
う
「
探
幽
徳
川
「
に
直
接
結
び
つ
く
事
柄
は
判
明
し
な
か
っ
た
が
「
同
じ
頃

に
尾
張
徳
川
家
で
起
こ
っ
た
屛
風
「
製
「
に
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
事
柄
を
列
記
す
る

「
次
「
よ
う
に
な
る
。

「
応
三
年「
一
六
「
四
「　

三
月
「
日
「
二
代
光
友
嫡
男「
実
際
は
二
男
「「
郎
太「
「
ち
「

三
代
綱
誠
「「
髪
置
。

明
暦
元
年「
一
六
「
「
「　

「
月
「
九
日
「
二
代
光
友
女
豊
姫
「
誕
生「
同
年
「
歿
「。

明
暦
二
年「
一
六
「
六
「　

正
月
四
日
「
「
郎
太「
綱
誠
「「
袴
着
。

「
月
六
日
「
二
代
光
友
女
定
姫
「
誕
生
。

「
一
月
九
日
「
二
代
光
友
二
男「
実
際
は
三
男
「岩
之
丞「
「
ち

「
美
濃
国
高
須
松
平
家
初
代
「
行
「「
誕
生
。

「
一
月
「
「
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
七
夜
祝
儀
。

明
暦
三
年「
一
六
「
七
「　

二
月
二
「
九
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
宮
参
り
。

四
月
「
日
「
「
郎
太「
綱
誠
「「
元
服
し
て
綱
「
「
称
す
る
。

従
四
位
「
右
兵
衛
督
に
叙
任
。

「
月
「
四
日
「
鼠
穴
邸
「
上
地
を
命
じ
ら
れ
「
麴
町
邸
・

築
地
蔵
屋
敷
を
賜
る
。

明
暦
四
年「
一
六
「
「
「　

正
月
「
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
髪
置
。

正
月
「
日
「
市
谷
邸
完
成
「
光
友
等
移
徙
。

六
月
朔
日
「
二
代
光
友
女
直
姫
「
誕
生
。

萬
治
三
年「
一
六
六
〇
「　

正
月
「
四
日
「
名
古
屋
火
災
「
市
街
過
半
焼
失
。.

正
月
二
「
四
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
袴
着
。

三
月
二
「
「
日
「
二
代
光
友
女
園
姫
「
誕
生
。

こ
れ
ら
「
期
間
は
「「
郎
太「
綱
誠
「や
岩
之
丞「
「
行
「「
い
っ
た
二
代
光
友「
一
六
二
「

〜
一
七
〇
〇
「「
子
息
ら
が
誕
生
し
「
そ
れ
に
関
連
す
る
慶
事
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
細
か
な
記
述
が
な
い
た
め
「
や
は
り
こ
れ
ら
「
事

柄
「
一
つ
「
探
幽
徳
川
「
を
結
び
付
け
る
こ
「
は
難
し
い
。

ま
た
『
尾
藩
世
記
』
に
は
「
「
応
元
年「
一
六
「
二
「「
月
「
九
日
「
次
「
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

「
月
「
九
日
「
「
郎
太
主
「
部
屋
移
住
。
公
よ
り
祝
「
し
て
「
黄
金
「
枚
「
台
子

二
飾
「
屛
風
等
を
贈
与
。
使
竹
腰
虎
之
助
。

筆
海
朝
日
「
慶
安
「
年
壬
辰
「
二
月
「
九
日
「
「
郎
太
様
御
部
屋
御
移
徙
「
御

使
竹
腰
虎
之
助
ヲ
「
「
大
判
「
枚
「
屛
風
二
双
「
台
子
二
飾
「
一
荷
二
種
ヲ
被

遣
「
御
奥
女
中
へ
モ
被
「
物
ア
リ
。「
後
「
「

「
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「
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「
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狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
一

光
友
「
嫡
男
「
郎
太「
「
ち
「
尾
張
家
三
代
綱
誠
「が
部
屋
を
移い

徙し

し
た
際
に
「
光
友
か

ら
祝
い
「
し
て
「
屛
風
二
双
「
が
「
郎
太
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
探
幽
徳
川
「

「
署
名
「
書
体
か
ら
「
製
「
時
期
を
慶
安
「
年
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
「
は
難
し
く
「
子

息
「
慶
事
に
際
し
て
「
屛
風
が
製
「
さ
れ
る
例
「
し
て
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
探

幽
徳
川
「
が
製
「
さ
れ
た
背
景
に
も
こ
「
よ
う
な
慶
事
が
あ
っ
た
「
か
も
し
れ
な
い

が
「
や
は
り
史
料
上
さ
ら
な
る
追
及
は
難
し
い
。

二　

探
幽
徳
川
本
の
特
質
と
そ
の
画
源

探
幽
徳
川
「
「
画
面
を
概
観
す
る
「
「
右
隻
で
春
か
ら
夏
へ
「
景
色
が
展
開
し
「
左

隻
は
秋
か
ら
冬
に
季
節
を
進
め
て
い
る
。
右
か
ら
追
っ
て
見
て
い
く
「
「
右
隻
は
ま
ず

「
草
が
茂
っ
た
土
坡
に
は
じ
ま
り
「
土
坡
か
ら
は
三
「
「
竹
が
伸
び
る
。
竹
は
奥
に
配

さ
れ
た
一
「
「
手
前
「
二
「
「
で
「
稈か

ん

「
輪
郭
線
や
葉
叢
に
付
さ
れ
た
緑
青
「
濃
淡
を

変
え
る
こ
「
で
「
画
面
に
遠
近
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
手
前
「
竹
「
奥
に
は
「
椿
が

紅
白
「
花
を
咲
か
せ
て
お
り
「更
に
そ
「
奥
に
は
白
梅
「
樹
が
生
え
て
い
る
。
白
梅
は
「

第
二
扇
か
ら
第
三
扇
へ
「
画
面
左
へ
大
き
く
幹
を
伸
ば
し
「
第
三
扇
で
は
「
右
隻
「
画

面
中
央
を
流
れ
る
水
流
に
枝
先
を
潜
り
こ
ま
せ
「
さ
ら
に
第
四
扇
で
「
び
水
面
か
ら
枝

を
伸
ば
し
て
い
る
。
紅
白
「
椿
「
花
弁
は「
図
2
「「
淡
墨
で
輪
郭
を
描
い
た
後
「
薄
め

「
顔
料
を
花
弁
や
蕾
全
体
に
刷
い
た
り
「
花
弁
「
輪
郭
に
沿
っ
て
隈
取
り
し
た
り
し

て
彩
ら
れ
て
い
る
。
白
梅
「
「
方
部
「
幹
に
「
ま
る
つ
が
い
「
雉
鳩
は「
図
3
「「
淡
墨

「
描
線
を
細
か
に
重
ね
て
あ
ら
わ
さ
れ
「
三さ

ん
れ
つ
か
ざ
き
り

列
風
「
「
先
に
は
胡
粉
が
薄
く
塗
ら
れ
「

趾
あ
し
ゆ
びに

は
そ
「
皺
を
示
す
よ
う
に
朱
が
差
さ
れ
て
い
る
。
水
面
か
ら
伸
び
た
白
梅
「
枝
に

は
「
二
羽
「
雀
が
止
ま
り
「
ま
た
枝
先
に
一
羽
「
雀
が
戯
れ
る
。
雀
も
「
雉
鳩
同
様
「

「
20
「

淡
墨
線
を
主
体
に
描
か
れ
る
が
「
肩
や
胸
・
腹
「
輪
郭
は
淡
墨
「
破
線
が
用
い
ら
れ
「

頬
に
は
薄
め
「
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る「
挿
図
3
「。
第
三
・
四
扇
「
上
部
に
は
遠
「
が

そ
び
え
「
さ
ら
に
そ
「
ふ
も
「
か
ら
流
れ
出
て
く
る
か
「
よ
う
に
流
水
が
描
か
れ
る
。

「
も
に
淡
墨
を
効
果
的
に
用
い
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
春
「
湿
潤
な
空
気
に
遠
景
が
霞
む

か
「
よ
う
に
演
出
し
「
近
景
「
花
鳥
を
観
賞
者
に
よ
り
近
づ
け
る
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
Ｓ
「
型
に
湾
曲
す
る
流
水
も
「
空
間
「
奥
行
き
を
強
調
し
て
い
る
。

第
「
・
六
扇
「
上
部
に
は
「
つ
が
い
「
燕
が
飛
び
交
う
。
燕
も
「
雀
「
同
様
「
淡
墨

「
塗
り
重
ね
「
破
線
「
輪
郭
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る「
挿
図
4
「。
第
六
扇
「
「
部
に
は
「

三
羽
「
白
鷺
が
身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
し
て
「
水
流
に
生
え
る
葦
に
身
を
隠
す
。
白
鷺

は
「
淡
墨
「
破
線
で
お
お
ま
か
に
輪
郭
を
捉
え
て
か
ら
「
薄
め
「
胡
粉
を
塗
り
重
ね
「

さ
ら
に
薄
墨
で
外
隈
を
施
し
て
「
立
体
感
を
与
え
ら
れ
て
い
る「
図
4
「。

左
隻
第
一
扇
「
「
部
に
は
「
右
隻
第
六
扇
に
描
か
れ
た
葦
に
連
な
る
よ
う
に
「
つ
が

い
「
鴛
鴦
が
葦
に
身
を
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る「
挿
図
5
「。
雄
が
代
赭
や
胡
粉
を
用
い
て

彩
り
を
添
え
て
描
か
れ
る
「
に
対
し
「
雌
は
淡
墨
「
み
で
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
〜
四

扇
に
は
「
水
辺
「
彼
方
に
浮
か
ぶ
月
を
背
に
「
紅
葉
し
た
蔦
が
全
体
に
絡
ま
っ
た
枯
木

挿図3　雀

挿図4　燕



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
二

が
や
や
う
ね
り
な
が
ら
「
左
右
二
手
に
枝
「
幹
を
伸
ば
す
。
枯
木
「
周
り
は
う
っ
す
ら

「
薄
墨
が
刷
か
れ
「
対
照
的
に
枯
木
「
肌
は
素
地
が
残
さ
れ
て
お
り
「
ま
た
左
手
「
枝

に
は
薄
く
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
画
面
が
左
に
展
開
す
る
に
し
た
が
っ
て

季
節
が
冬
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
こ
「
が
示
さ
れ
て
い
る
。
枯
木
「
右
手
「
枝
「
上
に

は
「
尾
「
鳥「
「
鵲
「が
「
ま
る「
図
5
「。
尾
「
鳥
は
輪
郭
を
淡
墨
「
破
線
で
描
き
「
嘴

や
肩
羽
・
雨
覆
・
尾
に
薄
め
「
代
赭
や
緑
青
・
群
青
・
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
特
に

尾
羽
は
「
そ
「
伸
び
や
か
さ
を
強
調
す
る
か
「
よ
う
に
胡
粉
は
抑
揚
を
「
も
な
っ
て
付

さ
れ
て
お
り
「
根
元
は
薄
く
先
端
は
濃
く
な
っ
て
い
る
。
木
「
根
元
か
ら
伸
び
る
枝
に

は
「
ウ
グ
イ
ス
科
「
お
ぼ
し
き
「
背
が
緑
色
で
白
色
「
細
い
眉
斑
が
特
徴
的
な
小
鳥
が

「
ま
る「
挿
図
6
「。
こ
「
小
鳥
も
こ
れ
ま
で
「
鳥
「
同
じ
く
「
輪
郭
に
破
線
を
用
い
て

簡
「
に
描
か
れ
て
い
る
。
第
「
・
六
扇
に
は
「
画
面
上
方
「
谷
間
か
ら
激
し
い
水
流
が

ほ
「
ば
し
る
。
三
羽
「
大
官
鳥
が
「
ま
る
岩
に
ぶ
つ
か
っ
た
奔
流
は
「
画
面
右
へ
「
広

が
っ
て
い
き
「
右
隻
「
水
流
へ
「
つ
な
が
っ
て
い
く
。
大
官
鳥
は
「
没
骨
を
主
に
中
墨

で
描
か
れ
「
頬
に
は
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る「
挿
図
7
「。
大
官
鳥
「
横
「
笹
は
「
上
部

が
素
地
を
残
し
て
描
か
れ
て
お
り
雪
を
冠
し
た
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
21
「

描
法
「
し
て
は
「
花
鳥
を
中
心
に
「

線
描
に
淡
墨
が
多
用
さ
れ
「
薄
め
「
顔

料
が
階
調
的
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
「
余
白
を
た
っ
ぷ
り
「
設
け
た

画
面
に
「
全
体
を
穏
や
か
な
色
味
に
ま

「
め
る
こ
「
で
「
情
趣
あ
る
空
間
を
演

出
す
る
こ
「
に
成
功
し
て
い
る
。
特
に

鳥
「
描
写
に
見
ら
れ
る
「
破
線
に
よ
る

控
え
め
な
輪
郭
「
や
や
薄
め
で
階
調

的
な
彩
色
は
「
安
田
氏
「
指
摘
す
る

探
幽
「
「
歳
代
「
降
「
新
様
式
に
該

当
す
る
。
彩
色
法
「
面
か
ら
見
て
も
「

署
名
「
書
体
か
ら
得
ら
れ
た
「
応
三
年

「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「

「
22
「

挿図7　大官鳥

頃
「
い
う
探
幽
徳
川
「
「
製
「
推
定
時
期
は
妥
当
「
言
え
る
。

構
図
に
つ
い
て
は
「
余
白
を
活
か
し
た
画
面
で
あ
る
「
い
う
指
摘
が
度
々
な
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
「
余
白
を
湛
え
た
画
面
そ
「
も
「
は
「
探
幽
「
品
に
お
お
よ
そ
共
通
「

特
徴
で
あ
る
た
め
「
探
幽
徳
川
「
「
構
図
「
特
色
を
指
摘
す
る
に
は
「
余
白
「
外
「
特

質
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

全
体
的
な
画
面
構
成
か
ら
見
て
い
く
「
「
寛
永
「
六
〜
「
九
年「
一
六
三
九
〜
四
二
「

「
製
「
「
さ
れ
る
「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「に
「
「
善
也
氏
が
指
摘

し
た
「
対
角
線
を
意
識
し
た
理
知
的
な
画
面
構
成
「
が
「
探
幽
徳
川
「
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
「
右
隻
で
は
第
一
扇
「
竹
か
ら
第
二
〜
四
扇
「
梅
樹
「
さ
ら
に
第
六

扇
「
白
鷺
「
隠
れ
る
葦
に
か
け
て
「
左
隻
で
は
第
一
扇
「
鴛
鴦
が
身
を
隠
す
葦
か
ら
第

「
23
「

挿図5　鴛鴦

挿図6　小鳥



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
三

二
・
三
扇
「
枯
木
「
さ
ら
に
第
「
・
六
扇
「
奔
流
「
始
点
に
か
け
て
「
各
隻
「
対
角
線

に
沿
っ
て
モ
チ
ー
フ
「
位
置
が
変
化
し
て
い
る
。

次
に
「
左
右
隻
を
連
続
し
た
画
面
「
し
て
見
た
時
「
探
幽
徳
川
「
は
三
つ
「
ま
「
ま

り
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
春
景
を
示
す
梅
樹
を
中
心
「
し
た
右
隻
第
一
〜
四
扇
「

夏
景
を
示
す
白
鷺
「
秋
・
冬
景
を
示
す
鴛
鴦
を
水
流
「
葦
が
つ
な
ぐ
右
隻
第
「
・
六
扇

「
左
隻
第
一
扇
「
枯
木
「
奔
流
を
中
心
「
し
た
左
隻
第
二
〜
六
扇
で
あ
る
。
こ
「
よ
う

に
「
連
続
し
た
画
面
「
し
て
見
た
六
曲
一
双
「
屛
風
を
「
三
つ
「
ま
「
ま
り
で
画
面
を

構
成
す
る
手
法「
特
に
中
央
「
ま
「
ま
り
が
左
右
隻
を
ま
た
ぐ
「は
「
探
幽
「
他
「
「
品
に
共

通
す
る
。
寛
永
「
九
年「
一
六
四
一
「か
ら
正
保
三
年「
一
六
四
六
「頃
「
製
「
「
考
え
ら
れ

て
い
る
「
探
幽
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵
「や
「
探
幽
徳

川
「
「
同
じ
頃
「
製
「
「
考
え
ら
れ
る
「
耕
穫
図
屛
風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
挿
図
8
「に

同
様
「
構
図
法
が
見
ら
れ
る
。

画
面
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
に
目
を
配
っ
て
い
く
「
「「
花
鳥
図
屛
風
「「
武
蔵
野
美
術

大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵
「「
左
隻
第
二
・
三
扇
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
燕
「
姿
は
「
探

幽
徳
川
「
右
隻
「
第
「
・
六
扇
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
燕
「
相
似
し
て
い
る
。
た
だ

し
「
粗
放
な
筆
遣
い
を
画
面
全
体
に
用
い
た
前
者
に
比
べ
「
探
幽
徳
川
「
「
燕
は
「
整

備
さ
れ
た
筆
遣
い
で
淡
墨
を
塗
り
重
ね
た
温
和
な
表
現
「
な
っ
て
い
る
。

左
隻
第
三
扇
に
描
か
れ
る
尾
「
鳥
は
「
署
名
か
ら
寛
文
「
年「
一
六
七
〇
「「
製
「
「

わ
か
る
「
尾
「
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
挿
図
9
「「
ほ
ぼ
同
じ
姿
・
描
法
で
あ
る
。

た
だ
し
「
探
幽
徳
川
「
で
は
筆
数
を
抑
え
「
彩
色
は
よ
り
薄
く
描
か
れ
「
大
き
く
余
白

を
「
っ
た
画
面
に
な
じ
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

右
隻
第
三
・
四
扇
に
描
か
れ
る
Ｓ
「
型
「
水
流
も
「
探
幽
「
他
「
「
品
に
共
通
す

る
。「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「「
右
隻
や
「
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期
「

製
「
「
考
え
ら
れ
て
い
る
「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
。
挿
図
10
「「
左
右

「
24
「

「
25
「

「
26
「

挿図8　耕穫図屛風（徳川美術館蔵）

隻
な
ど
に
見
ら
れ
「
水
流
が
左
右
隻
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
描
か
れ
る
点
も
共
通
す
る
。
こ

「
よ
う
に
「
探
幽
が
四
「
歳
ご
ろ
「
「
品
か
ら
探
幽
徳
川
「
「
製
「
時
期
が
近
い
「
品

ま
で
「
他
「
「
品
「
探
幽
徳
川
「
に
は
共
通
す
る
要
素
が
見
ら
れ
た
。

そ
「
一
方
で
「
探
幽
徳
川
「
に
特
有
「
画
面
構
成
も
目
立
っ
て
い
る
。
探
幽
「
屛
風



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
四

「
品
で
は
「「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「や
「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
蔵
「は
じ
め
「
左
右
「
両
端
に
巨
木
や
岩
壁
を
配
置
し
「
画
面
「
展
開
に
お

け
る
始
点
「
終
点
「
す
る
こ
「
が
多
い
。
探
幽
徳
川
「
も
モ
チ
ー
フ
「
点
で
は
「
右
隻

右
端
に
梅
樹
を
「
左
隻
左
端
に
奔
流
を
伴
う
岩
壁
を
伴
う
点
で
は
「
似
通
っ
て
い
る
。

し
か
し
「
他
「
「
品
で
は
「
巨
木
や
岩
壁
が
全
容
を
描
か
れ
ず
に
画
面
外
に
伸
「
し
て

い
く
こ
「
や
周
囲
「
余
白
に
溶
け
込
む
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
「
が
多
い
中
「
探
幽
徳
川

「
右
隻
「
梅
樹
は
画
面
内
に
全
体
が
収
ま
り
「
左
隻
「
岩
壁
は
奔
流
を
伴
っ
て
画
面
で

大
き
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
「
梅
樹
「
左
隻
「
岩

壁
は
「
探
幽
に
よ
る
他
「
屛
風
「
品
「
画
面
構
成
「
異
な
り
「
画
面
を
構
成
す
る
主
要

モ
チ
ー
フ
「
し
て
描
か
れ
た
「
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
「
そ
れ
ぞ
れ
「
表
現
に
着
目
し
て
み
る
「
「
参
照
元
「
な
っ
た
「
品
が
あ
る

こ
「
に
気
づ
く
。
右
隻
第
一
〜
四
扇
に
描
か
れ
た
「
巨
木
に
梅
・
椿
「
い
う
組
み
合
わ

せ
や
「
「
草
が
茂
っ
た
土
坡
「
い
っ
た
表
現
は
「
雪
舟
に
よ
る
花
鳥
図
屛
風
「
い
わ

ゆ
る
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
特
に
「
水
面
に
一
度

大
き
く
潜
り
「
「
度
水
面
か
ら
立
ち
上
る
樹
形
表
現
は
「
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図

屛
風
「「
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
「に
見
る
こ
「
が
で
き
る
。
ま
た
水
面
で
は
な
い
が
「
画
面

「
27
「

「
28
「

挿図9　尾長鳥図
（東京国立博物館蔵）

外
に
一
度
出
て
か
ら
「
び
画
面
内
に
立
ち
上
る
樹
形
表
現
が
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥

図
屛
風
「「
重
要
文
化
財
「
前
田
育
徳
会
蔵
。
「
「
「
雪
舟
前
田
家
「
「
「
「
称
す
る
。「「
右
隻

「
松
樹
に
見
ら
れ
る
。
雪
舟
前
田
家
「
は
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
重
要
文
化

財
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「「
「
も
に
「「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大 挿図10　桐鳳凰図屛風（サントリー美術館蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
「

和
文
華
館
蔵
「に
右
隻
が
記
録
さ
れ
て
お

り「
挿
図
11
「「
探
幽
が
目
に
し
た
こ
「

が
確
実
な
「
品
で
あ
る
。
特
に
「
雪
舟

前
田
家
「
右
隻
で
画
面
「
か
ら
現
れ

る
「
く
「
「
型
「
松
「
樹
形
は
「
探
幽

徳
川
「
「
右
隻
第
四
扇
に
描
か
れ
る
「

水
面
か
ら
「
く
「
「
型
に
立
ち
上
り
「

徒「
ち
ょ
う
し

「
枝
を
「
も
な
っ
た
樹
形
に
酷
似
す

る
。
さ
ら
に
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
に
描

か
れ
る
鳥
類
「
雉
鳩
・
雀
・
燕
・
白
鷺

は
「
全
て
雪
舟
前
田
家
「
に
描
か
れ
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
徳

川
「
「
右
隻
は
「
雪
舟
前
田
家
「
を
中

心
に
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
影
響
を
色

濃
く
受
け
て
い
る
「
み
な
す
こ
「
が
で

き
る
。

こ
「
影
響
は
「
江
戸
時
代
初
期
に
お

け
る
雪
舟
「
品
「
受
容
が
関
係
し
て
い

る
「
考
え
ら
れ
る
。
近
年
「
和
田
千
春

氏
に
よ
る
茶
会
記
「
分
析
か
ら
「
近
世

に
お
け
る
雪
舟
評
価
「
高
ま
り
「
原
因

「
そ
「
契
機
に
関
す
る
新
た
な
説
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
「
雪
舟
「
品

が
徳
川
将
軍
家
「
そ
「
茶
道
指
南
役
で

「
29
「

「
30
「

「
31
「

挿図11　雪舟前田家本　右隻　古画縮図（花鳥）（大和文華館蔵）より

あ
る
小
堀
遠
州「
一
「
七
九
〜
一
六
四
七
「・
片
桐
石
州「
一
六
〇
「
〜
七
三
「周
辺
で
重
宝

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
「
毛
利
秀
元「
一
「
七
九
〜
一
六
「
〇
「が
関
わ
っ
た

二
つ
「
茶
会
で
あ
る
「
指
摘
す
る
。
寛
永
「
七
年「
一
六
四
〇
「に
家
光
が
品
川
に
築
い

た
新
邸
で
亭
主
を
毛
利
秀
元
「
し
た
茶
会
「
「
正
保
元
年「
一
六
四
四
「に
江
戸
城
西
之

丸
「
里
御
数
寄
屋
に
お
け
る
毛
利
秀
元
を
亭
主
「
し
た
茶
会
で
「
そ
れ
ぞ
れ
で
名
物
「

「
雪
舟
筆
西
湖
之
図
「
「
「
計
三
件
「
雪
舟
絵
画
が
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
正
保
元
年

「
茶
会
で
は
「
秀
元
が
家
光
に
「
雪
舟
「
屛
風
一
双
「
を
献
上
し
て
い
る
。
こ
「
二
つ

「
茶
会
を
契
機
「
し
て
「
雪
舟
「
評
価
が
特
に
高
ま
っ
た
「
い
う
。

探
幽
徳
川
「
「
製
「
時
期
「
考
え
ら
れ
る
「
応
三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年

「
一
六
六
一
「頃
は
「
雪
舟
「
評
価
が
高
ま
る
き
っ
か
け
「
な
っ
た
正
保
元
年
「
茶
会
か

ら
約
「
年
後
に
あ
た
り
「
幕
府
や
大
名
家
が
雪
舟
「
屛
風
を
既
に
認
識
し
て
い
た
時
期

「
考
え
ら
れ
る
。
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
に
み
ら
れ
る
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
影
響
は
「

こ
う
し
た
雪
舟
評
価
「
高
ま
り
を
背
景
「
し
て
い
る
「
だ
ろ
う
。

一
方
で
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
「
・
六
扇
「
上
方
か
ら
描
か
れ
る
奔
流
「
そ
「
周

囲
「
岩
壁
は
「
明
時
代
「
花
鳥
画
家
で
あ
る
呂
紀
「
代
表
「
品
で
薩
摩
藩
島
津
家
に
「

来
し
た
「
さ
れ
る
「「
四
季
花
鳥
図
「「
重
要
文
化
財
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
「
「
「「
呂
紀

東
博
「
「
「
「
称
す
る
。
図
2
「「
「
冬
景
「
「
構
図
を
近
似
さ
せ
る
。

呂
紀
は
「
「
を
廷
振
「
し
「
楽
愚
「
号
し
た
。
鄞
県「
浙
江
省
寧
波
「「
出
身
で
「
初

め
明
時
代
前
期
「
宮
廷
画
家
・
辺
文
進
「
画
風
を
学
ん
だ
が
「
同
郷
「
収
蔵
家
・
袁
忠

徹「
一
三
七
六
〜
一
四
「
「
「に
認
め
ら
れ
「
彼
「
所
蔵
す
る
古
画
を
臨
模
す
る
機
会
を
得

て
「
画
技
を
高
め
た
「
「
え
ら
れ
る
。
弘
治
年
間「
一
四
「
「
〜
一
「
〇
「
「に
画
院
に
入

り
「
孝
宗「
一
四
七
〇
〜
一
「
〇
「
「「
寵
遇
を
受
け
て
「
宮
廷
画
家
「
し
て
ほ
ぼ
最
高
位

「
錦
衣
衛
指
揮
「
地
位
に
つ
い
た
「
い
う
。

な
お
「
呂
紀
東
博
「
「
冬
景
に
は
幾
分
注
意
も
必
要
で
あ
る
。
従
来
か
ら
「
呂
紀
東

「
32
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
六

博
「
に
は
各
幅
で
技
量
「
差
異
が
あ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
冬
景
に
つ
い

て
は
「
表
現
「
画
絹
「
質
「
経
年
状
況
「
落
款
「
異
同
「
各
点
か
ら
「
後
世
「
補
「
で

あ
る
「
す
る
意
見
が
「
近
年
「
竹
浪
遠
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
呂

紀
東
博
「
は
「
秋
景
「
上
部
に
描
か
れ
る
九
官
鳥
「
変
三
光
鳥
が
「
探
幽
「
古
画
鑑

定
記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「に
見
出
せ
る
こ
「
が
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
お
り
「
探
幽
徳
川
「
「
製
「
に
あ
た
り
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
厳
密
に

は
「
島
津
家
「
蔵
帳
を
徴
す
る
こ
「
が
求
め
ら
れ
る
が
「
現
状
で
は
「
探
幽
縮
図
「
中

「
呂
紀
東
博
「
「
記
録
「
探
幽
徳
川
「
を
「
っ
て
「
探
幽
が
目
に
し
た
頃
に
呂
紀
東
博

「
が
現
状
「
四
幅
対
「
組
で
存
在
し
て
い
た
「
考
え
た
い
。

さ
て
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
に
比
べ
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
「
・
六
扇
は
モ
チ
ー
フ

が
間
引
か
れ
余
白
が
多
く
ゆ
っ
た
り
「
し
た
構
成
「
な
っ
て
い
る
が
「
左
右
か
ら
交
互

に
迫
り
出
る
岩
壁
「
間
を
「
大
き
く
三
段
「
流
れ
「
な
っ
て
進
む
奔
流
「
形
態
や
「
上

部
左
「
岩
壁
か
ら
右
方
に
飛
び
出
し
て
奔
流
に
か
か
る
樹
木
「
存
在
「
「
部
で
奔
流
を

迎
え
る
よ
う
に
描
か
れ
る
鳥
「
存
在
か
ら
な
る
大
枠
「
構
図
が
共
通
し
て
い
る
。

モ
チ
ー
フ
を
見
て
み
れ
ば
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
「
「
部
「
つ
が
い
「
高
麗
雉
「
傍
ら

に
描
か
れ
る
縦
「
「
菱
形
「
よ
う
な
岩
は
「
探
幽
徳
川
「
で
は
「
つ
「
「
「
よ
う
な
軌

道
で
流
れ
る
奔
流
に
せ
り
出
す
岩
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
「
呂
紀
東
博
「
冬
景

「
上
部
に
み
ら
れ
る
「
白
梅
が
一
旦
画
面
左
に
消
え
て
か
ら
ま
た
画
面
に
現
れ
て
く
る

樹
形
表
現
は
「
探
幽
徳
川
「
に
お
い
て
は
画
面
上
部
「
余
白
に
一
旦
消
え
「
ま
た
画
面

に
現
れ
る
樹
形
表
現
に
置
き
替
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
一
旦
個
々
「
モ
チ
ー
フ
か
ら
視
線
を
引
き
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
四
扇

中
央
「
余
白
を
見
て
み
れ
ば
「
向
か
っ
て
そ
「
右
方
は
第
三
扇
「
枯
木
「
背
景
で
あ

り
「
左
方
は
奔
流
を
湛
え
る
岩
壁
に
す
ぐ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
余
白
「
機
能
に
モ

チ
ー
フ
同
士
「
位
置
関
係
を
想
像
的
に
補
う
役
割
を
認
め
た
「
し
て
も
「
第
三
〜
「
扇

に
合
理
的
な
景
観
が
成
立
し
て
い
る
「
は
言
い
が
た
い
。
探
幽
徳
川
「
に
お
け
る
呂
紀

東
博
「
冬
景
「
引
用
は
「
鑑
賞
者
に
「
っ
て
や
や
強
引
な
印
象
を
与
え
「
単
に
モ
チ
ー

フ
「
し
て
部
分
的
に
引
用
し
よ
う
「
し
た
結
果
で
は
な
い
こ
「
が
う
か
が
え
る
。

「
上
「
構
図
お
よ
び
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
「
探
幽
徳
川
「
は
探
幽
に
よ
る
他
「
屛

風
「
品
「
「
共
通
点
も
多
い
一
方
で
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
「
い

う
「
雪
舟
「
品
「
呂
紀
「
品
か
ら
「
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
こ
「
が
指
摘
で
き
る
。

雪
舟
に
関
し
て
は
受
容
史
「
研
究
が
進
ん
で
お
り
「
先
述
「
よ
う
に
探
幽
へ
「
影
響

は
従
前
「
研
究
成
果
で
「
分
に
説
明
で
き
る
「
判
断
さ
れ
る
。
一
方
「
呂
紀
お
よ
び
そ

「
「
品
に
関
し
て
は
「
「
分
な
研
究
「
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
が
「
日
「
で
「
受
容
史

に
関
し
て
は
「
管
見
「
限
り
未
だ
ま
「
ま
っ
た
言
説
は
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
「
降
は
「
呂
紀
「
品
「
受
容
「
「
探
幽
「
呂
紀
学
習
に
つ
い
て
「
重
点
的

に
論
じ
た
い
。

三　

十
七
世
紀
に
お
け
る
呂
紀
作
品
の
受
容
と
探
幽

中
国
に
お
け
る
呂
紀
「
事
績
に
つ
い
て
は
「
黃
立
芸
氏
に
よ
る
文
献
史
料
「
精
査
か

ら
「
李
堂「
一
四
六
二
〜
一
「
二
四
「に
よ
る
『
菫
「
文
集
』
巻
「
「
「
郷
先
生
遺
事
「
お

よ
び
嘉
靖
三
「
九
年「
一
「
六
〇
「に
刊
行
さ
れ
た
張
時
徹
纂
『
寧
波
府
志
』
巻
四
「
一

「
呂
紀
「
「
記
事
が
「
後
世
「
画
史
類
「
基
礎
資
料
「
な
っ
て
い
る
こ
「
が
明
ら
か
「

な
っ
て
い
る
。
後
者
「
『
寧
波
府
志
』
中
「
記
事
で
は
「
初
め
辺
景
昭「
文
進
「「
花
鳥

を
学
ん
だ
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
画
技
を
称
え
る
修
辞
が
黄
休
復
『
益
州
名

画
録
』
巻
上
に
お
け
る
「
代
「
花
鳥
画
家
・
黄
筌
「
逸
話
を
元
「
し
て
い
る
こ
「
が
黃

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
黄
筌
─
辺
文
進
─
呂
紀
「
い
う
絵
画
史
的
位
置
づ
け

が
強
調
さ
れ
て
い
る
「
い
う
。

「
33
「

「
34
「

「
35
「

「
36
「

「
37
「

「
38
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
七

一
方
「
日
「
で
呂
紀
は
ど
「
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
「
か
。「
探
幽
縮
図
「
「
う

ち
「
ま
「
ま
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』
「
文

人
画
研
究
所
編
『
探
幽
縮
図
』
に
見
ら
れ
る
「
原
「
筆
者
が
判
明
す
る
中
国
絵
画
「
縮

図
「
数
を
画
家
別
に
ま
「
め
「
数
「
多
い
順
に
並
べ
る
「
「
次
「
「
お
り
「
な
る
。

徽　

宗
30　
　

趙
孟
頫
11　
　

夏　

珪
6　
　

雪　

礀
6

牧　

谿
18　
　
「
黙
庵
「9　
　

毛　

益
6　
　

李
公
麟
6

舜　

挙
16　
　

載
文
進
9　
　

張
思
恭
6　
　

蘇　

軾
6

顔　

輝
14　
　

呂　

紀
9　
　

日　

観
6　
　

林　

良
6

仇　

英
13　
　

趙
子
昂
7　
　

馬　

遠
6　
　
「
「
「
「
「

「
画
人
録
「
に
所
載
「
画
家
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
「
は
「
鬼
原
俊
枝
氏
が
指
摘
す
る

「
お
り
で
あ
る
が
「
仇
英
・
載
文
進
・
林
良
「
い
っ
た
明
時
代
画
家
「
「
品
が
多
く
流

通
し
て
お
り
「
そ
「
中
で
呂
紀
も
相
当
な
量
が
流
通
し
て
い
た
こ
「
が
う
か
が
え
る
。

緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
「
探
幽
が
生
き
た
「
七
世
紀
に
お
い
て
は
「『
君
台
観
左
右

帳
記
』
「
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
「
「
品
を
重
視
す
る
価
値
体

系
が
あ
り
つ
つ
も
「「
画
人
録
「
に
含
ま
れ
な
い
明
時
代
「
画
家
や
日
「
「
画
家
「
「

品
も
「
筆
者
に
よ
っ
て
は
「「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
「
品
に
準
じ
た
価
値

を
帯
び
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
呂
紀
は
諸
「
「
「
画
人
録
「
「
い
ず
れ
に
も
収
録
さ

れ
な
い
な
が
ら
も
「『
寧
波
府
志
』
に
お
い
て
呂
紀
が
学
ん
だ
「
さ
れ
る
辺
文
進
が

「
画
人
録
「
に
収
録
さ
れ
る
こ
「
も
あ
っ
て
か
「
「
七
世
紀
に
お
い
て
「
画
人
録
「
「

画
家
に
準
じ
る
形
で
評
価
を
高
め
て
い
っ
た
画
家
「
言
え
る
。

萬
治
二
年「
一
六
「
九
「に
刊
行
さ
れ
た
「「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
印
譜

で
あ
る
「『
和
漢
印
尽「
群
印
寶
鑑
「』「
三
冊
「
「に
は
「
呂
紀
「
名
「
印
章
が
見
い
だ
せ

る
。
こ
れ
よ
り
「
同
書
で
は
呂
紀
を
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
に
準
じ
た
画
家

「
し
て
位
置
付
け
て
い
る
「
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
時
代
が
「
る
が
「
元
禄
七
年

「
39
「

「
40
「

「
41
「

「
42
「

「
一
六
九
四
「に
成
立
し
た
茶
「
湯
道
具
を
中
心
「
し
た
古
美
術
百
科
事
典
「
も
言
え
る

『
古
今
和
漢
万
寳
全
書
』
巻
四
「「
唐
絵
傳
印
「
「
末
に
「
呂
紀
「
名
「
そ
「
印
で
あ
る

「
四
明
呂
廷
振
印
「
朱
文
方
印
が
収
録
さ
れ
る
。
中
国
画
家
「
名
「
印
章
を
収
録
し
た

「
唐
絵
傳
印
「
「
巻
末
は
「
文
徴
明
や
董
其
昌
「
い
っ
た
「
画
人
録
「
に
未
記
載
「
明

時
代
画
家
「
印
が
ま
「
め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
「
呂
紀
も
そ
「
う
ち
「
一
人
に
含
ま
れ

る
。大

岡
春
卜「
一
六
「
〇
〜
一
七
六
三
「
に
よ
る
画
論
書
『
画
巧
潜
覧
』「
元
文
「
年

［
一
七
四
〇
］
成
立
「巻
「
に
は
「
真
贋
「
区
別
を
付
け
づ
ら
い
舶
来
画
に
つ
い
て
「
次

「
一
節
で
「
呂
紀
「
名
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

最
辨
へ
が
た
き
は
漢
畫
「
偽
筆
な
り
「
徽
宗
「
楊
補
之
或
は
銭
舜
挙
「
趙
子
昂
「

呂
紀
等
多
は
讃
語
を
加
ふ
。
絹
素
或
は
墨
彩
讃
語
印
文
「
も
に
皆
漢
に
し
て
「
全

く
倭
「
風
氣
な
し
「
依
て
功
者
「
目
に
も
是
を
誤
事
多
し
。
時
代
「
相
違
は
あ
る

べ
け
れ
ど
も
「
一
體
和
「
物
な
ら
ず
「
偽
人
も
則
漢
人
な
り
「
故
に
吟
味
委
し
か

ら
ざ
れ
ば
鑑
み
が
た
し「
後
「
「

注
目
し
た
い
「
は
「
徽
宗
・
楊
補
之
・
銭
舜
挙
・
趙
子
昂
は
み
な
「
画
人
録
「
に
記
さ

れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
で
あ
り
「
そ
れ
に
続
け
て
呂
紀
が
連
ね
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

ま
た
「
天
保
年
間「
一
「
三
一
〜
四
四
「ご
ろ
に
成
立
し
た
「
み
ら
れ
る
森
島
「
志
著

『
槃
磚
脞
話
』
巻
「
「
鑒
裁
難
易
「
「
一
節
に
は
「
当
時
流
通
し
て
い
た
中
国
絵
画
「

画
家
「
代
表
例
「
し
て
呂
紀
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
前
「
「當
時
流
傳
ス
ル
元
明
ノ
書
畫
「
唐
贋
ニ
テ
餘
程
見
事
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
「

「
43
「

「
44
「

「
45
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
「

世
ニ
ハ
眞
筆
ト
モ
賞
シ
眞
筆
ト
モ
極
ム
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
カ
ミ
軍
民
ノ
掠

メ
帰
リ
シ
品
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
先
ヅ
ハ
贋
物
多
ク
シ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
品
ド

モ
ナ
リ
「
足
利
氏
一
代
ハ
「
彼
方
ノ
聘
問
モ
絶
エ
ザ
レ
バ
吾
人
ノ
喜
ブ
ニ
任
セ
テ

贋
筆
多
ク
「
リ
渡
セ
リ
ト
見
エ
タ
リ
「
其
ノ
中
ニ
ハ
精
粗
ハ
極
メ
テ
在
ル
ベ
ク
シ

テ
「
仇
英
「
呂
紀
「
子
昂
「
牧
溪
ノ
類
ハ
又
極
メ
テ
多
キ
事
ニ
テ
「
凡
テ
偽
物
卜

思
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
。「
後
「
「

「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
そ
う
し
た
中
国
絵
画
「
混
乱
し
た
流
通
状
況
が
垣
間
見
え
る

縮
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大
和
文
華
館
蔵
「に
は
「「
画
人
録
「

で
上
品
「
格
付
け
さ
れ
て
い
る
「
元
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
銭
舜
挙
「
印

が
捺
さ
れ
た
「
旭
日
鳳
凰
図
「
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
「
現
物
を
寛
文
七
年「
一
六
六
七
「

四
月
二
「
九
日
に
実
見
し
た
探
幽
は
「
舜
挙
印
有
筆
お
「
り
申
候
「
「
判
断
し
「
明
時

代
後
期
「
花
鳥
画
家
で
萬
暦
年
間「
一
「
七
三
〜
一
六
二
〇
「に
活
躍
し
た
周
之
冕
「
「
品

「
し
て
外
題
を
お
く
っ
た
「
「
い
う
留
書
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
単
純
に
「
ら
え
る

「
「
探
幽
に
よ
っ
て
鑑
定
さ
れ
た
絵
画
は
実
「
「
こ
ろ
銭
舜
挙
に
擬
さ
れ
た
明
時
代
「

絵
画
で
あ
っ
た
「
だ
ろ
う
「
「
い
う
話
に
な
る
が
「
明
時
代
「
絵
画
が
「
画
人
録
「
「

画
家
「
「
品
に
擬
さ
れ
て
流
通
し
て
い
た
「
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
し

て
「
探
幽
が
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
「
品
「
み
な
ら
ず
「
明
時
代
「
絵
画

に
関
し
て
見
識
を
持
っ
て
い
た
「
い
う
こ
「
も
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
「
中
国
・
明
時
代
に
謝
肇
淛
が
撰
じ
「
ま
も
な
く
日
「
に
も
渡
り
寛
文
元
年

「
一
六
六
一
「に
は
和
刻
「
が
刊
行
さ
れ
た
「
百
科
事
典
「
よ
う
な
性
質
を
帯
び
た
随
筆

『
「
雑
組
』
「
巻
七
「
人
部
三
「
中
に
は
「
呂
紀
は
次
「
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

米
芾
畫
史
云 

世
人
見
馬
即
命
為
曹
韓
韋 

見
牛
即
命
為
韓
滉
戴
嵩 

甚
可
笑 

今
人

見
鷹
隼
鸂
鶒
即
命
為
宣
和 

見
馬
即
命
為
子
昂 

見
模
糊
雲
樹
即
命
為
米
元
章 

不
特

此
也 

所
翁
之
龍 

林
良
呂
紀
之
翎
毛 

夏
昶
之
竹 

蓋
愈
趨
而
愈
「
矣
。

「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
和
漢
梅
竹
花
鳥
図
巻
「「
個
人
蔵
「に
は
「
こ
「
項
「
次
々
々

項
に
あ
た
る
「
近
日
名
家
如
雲
間
董
玄
宰
「
か
ら
は
じ
ま
る
項
が
ほ
ぼ
そ
「
ま
ま
に
写

さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
も
こ
「
箇
所
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
「
は
間
違
い
な

い
。
林
良
「
「
も
に
花
鳥
図
「
名
手
「
し
て
明
時
代
「
中
国
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
「

を
探
幽
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

で
は
「
当
時
「
狩
野
派
「
中
で
「
呂
紀
は
ど
「
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
「
だ
ろ
う

か
。
狩
野
安
信
が
鑑
定
「
際
に
得
ら
れ
た
知
見
を
記
入
し
た
和
刻
「
『
圖
繪
寶
鑑
』
「

写
「
「
一
つ
「「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「「
北
九
州
大
学
図
書
館
［
松
涛

文
庫
］
蔵
「「
巻
「
に
は
「
次
「
一
節
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

明
ハ
皆
前
ノ
画
工
ヨ
リ
「
段
ヲ
明
ン
ト
タ
ツ
ル
ナ
リ 

明
ン
画
ハ
見
ヤ
ス
キ
故
ニ

是
ニ
不
出 

呂
紀
文
進
仇
英
ヲ
「
ト
シ
テ
見
ベ
シ

こ
「
一
節
「
前
に
は
「
初
見
「
画
家
「
「
品
で
あ
っ
て
も
画
風
・
流
派
を
捉
え
る
こ

「
が
鑑
定
「
基
「
で
あ
る
「
「
し
た
上
で
「
唐
時
代
か
ら
宋
時
代
「
元
時
代
「
基
準
「

な
る
画
家
「
名
を
挙
げ
「
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
よ
う
に
各
画
家
「
画
風
・
流
派
を
捉
え

る
こ
「
を
説
く
。
続
け
て
「
こ
「
明
時
代
「
一
節
で
は
「
呂
紀
「
辺
文
進
・
仇
英
を
そ

「
時
代
「
基
準
「
し
て
把
握
す
る
べ
き
で
あ
る
「
「
安
信
は
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
「

安
信
に
「
っ
て
呂
紀
「
画
風
が
明
時
代
「
画
風
「
基
準
「
一
つ
で
あ
る
「
評
価
さ
れ
て

い
た
こ
「
「
な
る
。

実
際
に
「「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「
「
各
画
家
へ
「
安
信
に
よ
る

「
46
「

「
47
「

「
48
「

「
49
「

「
50
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
九

注
記
を
見
る
「
「
唐
代
「
画
家
で
あ
る
た
め
に
実
見
「
品
が
乏
し
か
っ
た
「
だ
ろ
う
「

梁
黄
に
「
梅
ニ
サ
ン
カ
ウ
ノ
圖
ニ
見
ル
呂
紀
ニ
似
テ
位
上
也
「「
殷
仲
容
に
「
花
鳥
ニ

見
ル
位
「
也 
呂
紀
ニ
似
テ
カ
タ
シ
味
ス
シ
「「
白
旻
に
「
花
鳥
見
タ
リ
呂
紀
ニ
似
タ
リ
「

「
記
さ
れ
て
い
る
。
明
時
代
「
画
家
「
「
品
が
比
較
的
流
通
し
て
い
た
せ
い
か
「
明
時

代
「
画
家
「
注
記
に
「
呂
紀
「
画
風
「
「
関
連
性
「
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
「
呂
紀
「

画
風
が
「
実
際
に
安
信
が
鑑
定
を
行
う
際
「
基
準
「
な
っ
て
い
た
こ
「
を
裏
付
け
る
。

重
要
な
「
は
「
こ
う
し
た
見
解
が
安
信
独
り
「
鑑
定
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
「
で
あ

る
。
張
武
翼
「
箇
所
「
上
欄
外
に
「
宋
畫
ハ
我
カ
見
ル
ト
コ
ロ
多
シ 

上
中
「
ニ
ワ
カ

ツ
ト
コ
ロ
送
リ
シ
書
ノ
コ
ト
シ 

幽
卜
伯
ト
ノ
セ
ン
ギ
ニ
而
三
ツ
ニ
ワ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
「

「
あ
り
「
各
家
に
関
す
る
上
中
「
三
種
「
品
第
を
「
探
幽
「
休
伯
ら
「
合
議
「
上
で
品

定
め
し
た
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
呂
紀
「
画
風
を
明
時
代
「
画
風
「
基
準

「
一
つ
「
す
る
「
は
「
安
信
「
み
「
見
解
で
は
な
く
「
探
幽
も
そ
「
見
識
を
共
有
し
て

い
た
「
考
え
ら
れ
る
「
で
あ
る
。

所
在
不
明
「
な
っ
て
い
る
「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「
「
原
「
が
成

立
し
た
「
考
え
ら
れ
て
い
る
「
は
「
寛
文
三
年「
一
六
六
三
「か
ら
同
七
年
に
か
け
て
で

あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
徳
川
「
を
製
「
し
た
頃
「
探
幽
に
も
呂
紀

「
画
風
が
明
時
代
「
画
風
「
基
準
で
あ
る
「
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

つ
ま
り
「
「
七
世
紀
に
お
い
て
「
呂
紀
は
「
画
人
録
「
「
画
家
に
準
じ
る
格
付
け
を

与
え
ら
れ
て
い
た
「
で
あ
り
「
そ
「
画
風
は
探
幽
周
辺
で
明
時
代
「
絵
画
「
基
準
「
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

四　

探
幽
の
呂
紀
学
習

最
後
に
「
呂
紀
「
品
が
探
幽
「
品
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
い
。
諸
家
に
分
蔵
さ

「
51
「

「
52
「

れ
る
「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
現
在
「
鑑
識
で
は
呂
紀
「
は
容
易
に
判
断
し
が
た
い
絵
画

も
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
「
呂
紀
に
よ
る
花
鳥
図
や
呂
紀
「
画
風
を
受
け
継
い
だ
花
鳥

図「
「
「
「
総
称
し
て
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
「
呼
称
す
る
。「が
い
く
つ
か
見
い
だ
せ
る
。

「
聚
珍
画
帖　

探
幽
法
印　

「
図
「「「
り
印
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「に
は
「「
直　

武

英
殿
錦
衣
指
揮
楽
愚
呂
紀
寫
「
「
画
中
に
署
名
が
あ
り
「「
寛
文
三
「
月
廿
四
日
「
「

留
書
が
あ
る
一
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る「
挿
図
12
「。
呂
紀
東
博
「
「
同
じ
く
冬
「
つ
が

「
53
「

挿図12　聚珍画帖 探幽法印 八図
（東京国立博物館蔵）より

挿図13　伝呂紀筆 四季花鳥図 冬景
（根津美術館蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
〇

挿図14　古画縮図（花鳥）（大和文華館蔵）より挿図15　探幽縮図（平福百穂旧蔵、所在不明）より

い
「
雉
を
題
材
に
し
た
一
図
で
「
構
図
は
呂
紀
東
博
「
春
景
「
ほ
ぼ
左
右
対
称
「
構
図

で
あ
る
。
現
存
す
る
同
図
様
「
「
例
で
は
呂
紀
筆
「
白
梅
雉
鶏
図
「「
無
錫
市
博
物
館
蔵
「「

無
款
「
花
鳥
図
「「
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

冬
景
「「
根
津
美

術
館
蔵
。
挿
図
13
「な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
岩
「
上
に
「
ま
る
つ
が
い
「
雉
を
描
い
た
図
が
「「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大
和

文
華
館
蔵
「「
平
福
百
穂
旧
蔵
「
探
幽
縮
図
「「
所
在
不
明
「に
見
い
だ
せ
る「
挿
図
14
・
15
「。

現
存
す
る
同
図
様
「
「
例
で
は
「
呂
紀
筆
「
雪
梅
錦
鶏
図
「「
中
央
工
芸
美
術
学
院
蔵
「「

呂
紀
筆
「
寒
雀
「
茶
図
「「
明
徳
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
「「
無
款
「
花
鳥
図
「「
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
美
術
館
蔵
「な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
こ
れ
ら
「
異
な
る
構
図
で
つ
が
い
「
雉
を
描
い
た
図
が
「「
和
漢
古
画
帖
「「
大

倉
集
古
館
蔵
「「
『
聚
珍
画
帖
』
巻
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
挿
図
16
・
17
「。
雄
が
岩
に

乗
り
「
左
「
「
雌
「
視
線
を
交
わ
す
構
図
で
あ
る
。『
聚
珍
画
帖
』
「
図
は
「
明
時
代

「
画
家
で
あ
る
柯
士
璜
「
署
名
「
印
が
付
さ
れ
て
い
る
が
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
見
な

せ
る
。「
和
漢
古
画
帖
「
「
図
は
雄
周
辺
部
分
「
拡
大
「
な
っ
て
い
る
が
「
余
白
に

「
四
明
呂
廷
振
印
「
ら
し
き
印
が
写
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
同
図
様
「
「
例

で
は
「
呂
紀
筆
「
牡
丹
錦
鶏
図
「「
中
国
美
術
館
蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

春
景
「

「
根
津
美
術
館
蔵
「な
ど
が
あ
る
。

「
上
「
よ
う
に
「「
探
幽
縮
図
「
か
ら
は
「
探
幽
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
つ
い
て
幅

広
い
良
質
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
画
嚢
に
蓄
え
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

次
に
「
具
体
的
に
呂
紀
「
「
品
「
探
幽
「
「
品
を
比
較
す
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
呂
紀

か
ら
「
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
「
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
「「
永
平
寺
蔵
。
図
3
。
「
「
「「
探
幽
永
平
寺
「
「
「
「

称
す
る
。「を
「
「
対
象
「
す
る
。
各
幅
に
「
探
幽
法
印
行
年
七
「
一
歳
筆
「
「
署
名
が

あ
る
こ
「
か
ら
「
寛
文
「
二
年「
一
六
七
二
「「
製
「
「
わ
か
り
「
従
来
「
探
幽
「
最
晩

「
54
「

「
55
「

「
56
「

「
57
「

「
58
「

「
59
「

「
60
「

「
61
「

「
62
「

「
63
「

「
64
「

「
65
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
一

年
「
「
品
な
が
ら
筆
「
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
品
「
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
呂
紀

東
博
「
「
探
幽
永
平
寺
「
は
「
呂
紀
・
探
幽
そ
れ
ぞ
れ
に
「
っ
て
「
存
例
が
少
な
い
四

幅
対
「
花
鳥
図
「
い
う
構
成
か
ら
両
者
「
近
似
性
は
簡
単
に
想
起
し
や
す
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
「
意
外
に
も
両
者
を
比
較
し
た
言
及
は
管
見
「
限
り
乏
し
い
。
た
し
か
に
単

純
に
画
面
を
比
較
す
る
「
「
呂
紀
東
博
「
が
複
雑
に
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
画
面
「

奥
行
を
持
た
せ
て
い
る
一
方
で
「
探
幽
永
平
寺
「
は
モ
チ
ー
フ
が
数
量
的
に
も
描
法
的

に
も
簡
「
化
さ
れ
て
お
り
「
両
者
「
画
面
「
雰
囲
気
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
「
か

ら
「
一
見
影
響
関
係
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
各
々
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ

を
分
析
す
る
「
「
影
響
関
係
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
「
に
気
づ
く
。

呂
紀
東
博
「
で
は
「
画
面
「
端
に
樹
木
や
岩
石
を
部
分
的
に
大
き
く
描
き
「
さ
ら
に

画
面
「
奥
に
院
体
画
風
で
繊
細
に
描
か
れ
る
花
鳥
「
対
照
的
に
「
樹
木
や
岩
石
「
輪
郭

に
浙
派
由
来
「
太
く
濃
い
墨
線
を
用
い
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
画
面
中
央
に
描
か
れ
る
花

「
66
「

挿図16 和漢古画帖 (大倉集古館蔵)より

挿図17　聚珍画帖（国立国会図書館蔵）より
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鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
二

鳥
に
対
し
て
額
縁
「
よ
う
な
効
果
を
持
た
せ
る
構
図
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
春

景
「
画
面
上
部
「
桃
や
冬
景
「
画
面
上
部
「
白
梅
「
よ
う
な
「
幹
を
一
度
画
面
外
に
隠

し
て
か
ら
「
び
画
面
内
に
梢
を
あ
ら
わ
す
手
法
は
「
竹
浪
氏
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
頻

出
す
る
手
法
「
指
摘
し
て
お
り
「
先
に
見
た
「
探
幽
縮
図
「
中
「
縮
図
や
呂
紀
筆
「
梅

花
雉
子
図
「「
松
井
文
庫
蔵
「「
「
周
之
冕
筆
「
花
鳥
図
「「
南
禅
寺
蔵
「ほ
か
多
く
「
呂
紀
様

式
花
鳥
図
に
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
構
図
法
が
「
探
幽
永
平
寺
「
に
お
い
て
よ
り
簡
「
化
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
即
ち
「
探
幽
永
平
寺
「
「
四
幅
に
共
通
す
る
「
細
め
「
中
墨
で
描
か
れ
る
花
鳥
に

比
し
て
太
め
「
濃
墨
で
象
ら
れ
た
大
樹
「
根
「
幹
を
画
面
「
部
に
設
け
「
大
樹
が
根
元

か
ら
上
方
に
伸
び
る
途
中
で
一
旦
画
面
外
に
消
え
て
か
ら
「
「
度
画
面
上
部
か
ら
梢
を

あ
ら
わ
す
構
図
法
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
基
「
的
な
構
図
法
「
同
工
異
曲
で
あ
る
。

ま
た
「
画
面
ご
「
に
四
季
「
花
鳥
を
配
し
「
二
幅
ず
つ
で
左
右
対
称
「
構
図
「
す
る
呂

紀
東
博
「
「
構
図
法
も
「
探
幽
永
平
寺
「
で
は
よ
り
わ
か
り
や
す
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
は
「
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
探
幽
永
平
寺
「
春
景
に
共
通
す
る
「

視
線
を
交
し
合
い
阿
吽
「
よ
う
に
片
方
は
く
ち
ば
し
を
開
け
片
方
は
閉
じ
る
つ
が
い
「

高
麗
鶯
や
「
呂
紀
東
博
「
秋
景
「
探
幽
永
平
寺
「
秋
景
に
共
通
す
る
「
大
樹
「
傍
ら
か

ら
伸
び
る
芙
蓉
な
ど
「
描
写
も
似
通
っ
て
い
る
共
通
「
モ
チ
ー
フ
が
見
い
だ
せ
る
。
そ

う
し
た
中
で
も
「
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
「
部
に
描
か
れ
る
向
き
合
い
視
線
を
交
わ
せ
る

つ
が
い
「
鴨
「
雌
「
「
探
幽
永
平
寺
「
冬
景
「
「
部
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
鴛
鴦
「
雌

「
姿
態
「
流
水
表
現
「
近
似
性
に
は
「
モ
チ
ー
フ
「
直
接
的
な
転
用
が
想
定
さ
れ
る
。

他
「
探
幽
「
品
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
探
幽
永
平
寺
「
に
指
摘
し
た
「
花
鳥

に
比
し
て
太
め
「
濃
墨
で
象
ら
れ
た
大
樹
「
根
「
幹
を
画
面
「
部
に
設
け
「
大
樹
が
途

中
で
一
旦
画
面
外
に
消
え
て
か
ら
「
「
度
画
面
上
部
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
構
図
法
は
「
実

は
「
「
歳
代
か
ら
晩
年
に
か
け
て
「
探
幽
「
品
に
頻
出
し
て
い
る
。
早
い
例
で
は
「
探

幽
徳
川
「
「
同
時
期
に
描
か
れ
た
「「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「に
も
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
こ
「
構
図
法
は
特
に
晩
年
「
三
幅
対
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
寛
文

四
年「
一
六
六
四
「に
描
か
れ
た
探
幽
筆
「
鶴
松
竹
梅
図
「「
大
通
寺
蔵
「「
左
幅
「
梅
図
「「

同
「
年
「
「
舜
王
・
娥
皇
・
女
英
図
「「
岡
田
美
術
館
蔵
「「
中
幅
「
舜
王
図
「・
左
幅

「
女
英
図
「「
同
九
年
「
「
観
音
・
四
皓
・
七
賢
図
「「
福
岡
市
美
術
館
蔵
「「
右
幅
「
四
皓

図
「「
同
「
一
年
「
「
漢
武
帝
・
西
王
母
・
「
伯
房
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「
中
幅

「
漢
武
帝
図
「「
挿
図
18
「に
確
認
が
で
き
る
。

こ
「
構
図
法
は
「
さ
ら
に
探
幽
「
降
「
狩
野
派
周
辺
「
絵
画
に
も
見
出
す
こ
「
が
で

き
る
。
代
表
例
「
し
て
は
「
狩
野
常
信「
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
「「
「
梅
尾
「
鳥
・
柳
黄

鳥
図
「「
大
倉
集
古
館
蔵
。
挿
図
19
「「
右
幅
や
「板
谷
慶
舟
広
当「
一
七
二
九
〜
九
七
「「
「
四

季
花
鳥
図
「「
大
英
博
物
館
蔵
。
挿
図
20
「「
狩
野
養
川
院
惟
信「
一
七
「
三
〜
一
「
〇
「
「に

よ
る
「
四
季
花
鳥
図
「「
円
照
寺
蔵
「が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
板
谷
慶
舟
広
当
「
狩
野
養
川

院
惟
信
「
「
品
に
は
「
探
幽
永
平
寺
「
「
雰
囲
気
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
。

個
々
「
モ
チ
ー
フ
な
ら
ば
「寛
文
「
一
年
「
「
紅
白
梅
小
禽
図
「「
個
人
蔵
「「
左
幅「
挿

図
21
「に
描
か
れ
る
「
視
線
を
交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
雀
「
姿
は
「
探
幽
永
平
寺
「
春

景
「
高
麗
鶯
「
姿
態
に
も
通
じ
る
が
「
そ
「
元
は
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
上
部
で
視
線
を

交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
高
麗
鶯
や
「
秋
景
「
上
部
「
九
官
鳥
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
「
萬
治
四
年「
一
六
六
一
「頃
「
製
「
「
推
定
さ
れ
て
い
る
「
探
幽
筆
「
白
鷴
図
「

「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「に
つ
い
て
は
「
宋
元
時
代
「
細
密
描
写
「
観
察
に
基
づ
く
写
生
か

ら
な
る
製
「
「
い
う
指
摘
も
あ
る
が
「
白
鷴
は
「
呂
紀
筆
「
牡
丹
錦
鶏
図
「「
中
国
美
術
館

蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

夏
景
「「
根
津
美
術
館
蔵
「な
ど
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図

に
特
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
探
幽
に
よ
る
写
生
的
要
素
は
認
め
ら
れ
つ
つ
も
「
探

幽
「
「
白
鷴
図
「
に
は
呂
紀
「
絵
画
が
参
考
に
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
「
描
写
は
「
牡
丹

錦
鶏
図
「
「
極
め
て
近
い
「
言
え
る
。

「
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「

「
68
「

「
69
「

「
70
「

「
71
「

「
72
「

「
73
「

「
74
「

「
75
「

「
76
「

「
77
「

「
78
「

「
79
「

「
80
「

「
81
「

「
82
「

「
83
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
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い
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七
三

挿図18　漢武帝図
漢武帝・西王母・長伯房図
三幅対の内（東京国立博物館蔵）

挿図19　狩野常信筆 梅尾長鳥・柳黄鳥図（大倉集古館蔵）

挿図20　板谷慶舟広当筆 四季花鳥図（大英博物館蔵）

挿図21　紅白梅小禽図 左幅（個人蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
四

も
ち
ろ
ん
探
幽
は
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
忠
実
に
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
細
部
「
表

現
を
比
較
す
れ
ば
「
呂
紀
東
博
「
秋
景
「
芙
蓉
に
は
枯
れ
た
株
が
描
写
さ
れ
「
花
弁
や

葉
「
姿
は
様
々
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
「
が
確
認
で
き
る
が
「
探
幽
永
平
寺
「
秋
景
「

芙
蓉
は
「
輪
郭
線
「
太
細
や
彩
色
「
濃
淡
が
描
き
分
け
て
画
面
「
奥
行
き
を
構
築
し
て

い
る
も
「
「
「
花
弁
や
葉
「
姿
は
ほ
ぼ
同
一
「
形
態
「
繰
り
返
し
に
な
っ
て
お
り
「
形

式
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
強
い
。
呂
紀
東
博
「
冬
景
も
「
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
色
顔

料
に
よ
る
雪
が
あ
し
ら
わ
れ
「
奥
深
い
「
林
「
冷
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
「
に
対
し

て
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
「
奔
流
に
は
そ
う
し
た
表
現
を
「
現
し
よ
う
「
し
た
形
跡
は

み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
探
幽
は
こ
れ
ら
「
呂
紀
「
品
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し

つ
つ
「
細
部
は
「
七
世
紀
半
ば
「
狩
野
派
ら
し
い
「
も
っ
「
言
え
ば
探
幽
ら
し
い
表
現

に
置
き
換
え
て
い
る
「
で
あ
る
。

「
上
「
探
幽
へ
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
影
響
を
構
図
を
中
心
に
見
て
き
た
。
し
か

し
「
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
影
響
は
「
雪
舟
や

室
町
時
代
「
来
「
狩
野
派
に
よ
る
花
鳥
図
に
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
こ
「
で
あ
る
。
板

倉
氏
は
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「な
ど
に
み
ら
れ
る
「
輪

郭
線
「
太
細
な
ど
に
よ
り
景
物
を
重
ね
て
画
面
「
奥
行
を
構
築
し
て
い
く
手
法
が
「
呂

紀
東
博
「
を
は
じ
め
「
す
る
明
時
代
「
着
色
花
鳥
図
「
共
通
し
て
い
る
こ
「
か
ら
「

呂
紀
ら
「
明
時
代
花
鳥
図
が
雪
舟
「
花
鳥
図
「
先
例
に
認
め
ら
れ
る
「
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
松
島
仁
氏
は
「
探
幽
「
品
中
「
尾
「
鳥
「
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
中
で
「
辺
文
進

や
呂
紀
ら
に
代
表
さ
れ
る
中
国
・
明
時
代
「
浙
派
花
鳥
図
が
「
室
町
か
ら
桃
「
時
代
に

か
け
て
「
日
「
に
お
い
て
狩
野
派
や
雪
舟
派
な
ど
に
踏
襲
さ
れ
「
て
い
き
「「
海
棠
に

尾
「
鳥
図
「「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
「や
「
尾
「
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「「
柳
に
尾
「

鳥
図
「
に
共
通
し
て
描
か
れ
る
尾
「
鳥「
「
鵲
「が
「「
辺
文
進
や
呂
紀
ら
浙
派
花
鳥
図

を
直
接
的
な
発
信
源
「
し
て
広
く
東
ア
ジ
ア
花
鳥
画
「
共
通
語
彙
「
し
て
流
通
「
し
て

い
っ
た
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

狩
野
派
「
早
い
「
例
で
は
「
呂
紀
「
曾
孫
に
あ
た
る
明
時
代
末
「
画
家
・
呂
健
に
よ

る
「
崑
崙
松
鶴
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「に
描
か
れ
る
「
横
方
向
に
伸
び
る
松
に
鶴
が

「
ま
る
「
い
う
モ
チ
ー
フ
が
「
狩
野
元
信
筆
「
四
季
花
鳥
図
「「
霊
雲
院
蔵
「
同
方
丈
室
中

襖
絵
「に
も
見
出
せ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
狩
野
元
信
「
先
行
「
例
に

倣
っ
た
「
狩
野
永
徳「
一
「
四
三
〜
九
〇
「に
よ
る
「
四
季
花
鳥
図
「「
聚
光
院
蔵
「
同
方
丈

室
中
襖
絵
「な
ど
に
「
呂
紀
や
呂
紀
に
先
行
す
る
辺
文
進
「
花
鳥
図
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー

フ
が
見
出
せ
る
「
い
う
。

こ
う
し
た
中
「
探
幽
に
つ
い
て
は
遺
し
た
「
品
が
豊
富
に
「
存
し
て
い
る
こ
「
も
あ

る
が
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
直
接
目
に
し
て
い
る
こ
「
が
確
実
で
あ
る
点
に
お
い
て
「

他
「
日
「
「
画
家
「
一
線
を
画
し
て
い
る
。
探
幽
は
「
先
に
見
た
「
探
幽
縮
図
「
中
「

豊
富
な
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
個
々
「
モ
チ
ー
フ
「
み
な
ら
ず
「
各
々
「
呂
紀
様
式

花
鳥
図
に
共
通
す
る
構
図
法
を
取
り
出
し
「
自
身
「
様
式
「
し
て
消
化
し
た
「
言
え
よ

う
。「

こ
ろ
で
「
竹
浪
氏
は
後
世
「
画
家
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
倣
う
際
「
「
絵
や
粉
「

を
基
に
し
つ
つ
も
「
枝
ぶ
り
や
鳥
「
種
類
・
羽
「
色
「
い
っ
た
細
部
「
表
現
に
つ
い
て

は
「画
家
そ
れ
ぞ
れ
「
裁
量
に
拠
っ
て
い
た
「
推
測
し
て
い
る
。
こ
「
見
解
に
従
え
ば
「

呂
紀
「
絵
画
を
基
「
し
て
モ
チ
ー
フ
や
構
図
を
活
用
し
「
写
生
的
要
素
を
加
え
「
更
に

後
世
「
画
家
に
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
「
播
さ
せ
た
探
幽
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
が
東
ア

ジ
ア
に
「
播
・
展
開
し
て
い
く
上
で
「
日
「
に
お
け
る
一
旗
手
で
あ
っ
た
「
も
位
置
付

け
ら
れ
る
。

「
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「

「
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「

「
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「

「
87
「

「
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「

「
89
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
「

結　
　
　

語

緒
言
で
も
触
れ
た
「
お
り
「
探
幽
「
絵
画
観
に
は
「
「
七
世
紀
「
日
「
に
お
け
る
「

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
「
「
画
人
録
「
「
影
響
「
に
お
け
る
宋
元
時
代
「
絵
画
を
重
要

視
す
る
絵
画
観
が
強
く
関
与
す
る
こ
「
が
言
及
さ
れ
て
き
た
。
「
稿
で
は
「
探
幽
徳
川

「
に
つ
い
て
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
呂
紀
東
博
「
か
ら
「
影
響
を
指
摘
し
「
さ
ら
に

呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
探
幽
画
へ
「
影
響
を
指
摘
し
た
。
ま
た
「
そ
う
し
た
背
景
に

「
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
「
雪
舟
「
品
「
呂
紀
「
品
「
評
価
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
こ

「
を
述
べ
た
。

今
回
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
探
幽
絵
画
へ
「
影
響
を
指
摘
す
る
に
「
ど
ま
っ

た
が
「
同
様
に
「
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
日
「
で
多
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
明
時
代

絵
画
が
多
く
あ
っ
た
こ
「
は
「「
探
幽
縮
図
「
「
諸
「
「
内
容
か
ら
明
白
で
あ
る
。

実
際
に
探
幽
が
鑑
定
し
た
こ
「
が
明
ら
か
な
明
時
代
花
鳥
図
「
例
「
し
て
は
「
史
元

麟
筆
「
鳳
凰
図
「「
龍
光
院
蔵
。
挿
図
22
「が
「
存
し
て
い
る
。
龍
光
院
文
書
「
中
に
「
こ

「
一
幅
が
寄
進
さ
れ
た
際
「
贈
り
状
が
あ
り
「
「
野
国
烏
「
藩
二
代
・
信
濃
国
飯
田
藩

初
代
で
あ
る
堀
親
昌「
一
六
〇
六
〜
七
三
「「
遺
物
「
し
て
寄
進
さ
れ
た
こ
「
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
箱
に
は
堀
親
昌
か
ら
「
寄
進
札
一
点
「
ほ
か
「
堀
親
昌
宛
「
探
幽
自
筆
書
状
二

通
「
探
幽
に
よ
る
外
題
一
点
が
附
属
し
て
お
り
「
探
幽
が
実
際
に
鑑
定
し
た
こ
「
が
明

ら
か
で
あ
る
。
書
状
「
内
「
一
通
に
は
「「
狩
野
法
眼
「
「
あ
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
が

法
印
に
叙
せ
ら
れ
る
寛
文
二
年「
一
六
六
二
「「
月
二
「
九
日
「
前
に
鑑
定
し
た
「
わ
か

る
。
な
お
「
探
幽
縮
図
「「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「に
は
「
同
様
「
姿
態
「
鳳
凰
「
波

濤
が
描
か
れ
た
一
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
「
鳳
凰
「
姿
は
「
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屛

風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「「
表
現
に
近
し
く
「
同
様
「
「
品
「
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

「
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「
92
「

「
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「

挿図22　史元麟筆 鳳凰図（龍光院蔵）

ま
た
「
慶
安
二
年「
一
六
四
九
「「
降
「
製
「
「
み
な
さ
れ
る
探
幽
筆
「
古
木
寒
鳥
図
「

「
龍
光
院
蔵
「
国
宝
「
密
庵
席
「
書
院
床
壁
貼
付
絵
「や
「
署
名
か
ら
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期

「
「
応
三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「頃
「
製
「
「
わ
か
る
探
幽
筆
「
夕

立
宿
鳥
図
「「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
。
挿
図
23
「は
「
宣
徳
年
間「
一
四
二
六
〜
三
「
「「

降
に
明
時
代
「
宮
廷
で
活
躍
し
た
周
文
靖
筆
「
古
木
寒
鴉
図
「「
上
海
博
物
館
蔵
。
挿
図

24
「「
表
現
を
彷
彿
「
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
北
宋
時
代
「
小
景
画
「
「
例
「
一
つ
で

あ
る
「
趙
令
穣
筆
「
秋
塘
図
「「
重
要
文
化
財
「
大
和
文
華
館
蔵
「「
元
時
代
前
期
に
活
躍

し
た
羅
稚
川
に
よ
る
「
雪
江
図
「「
重
要
文
化
財
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「
い
っ
た
「『
君

台
観
左
右
帳
記
』
「
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
に
よ
る
同
画
題
「
品
か
ら
「
影

響
が
全
く
な
い
「
は
言
い
「
れ
な
い
。
し
か
し
「
探
幽
画
「
簡
「
化
さ
れ
た
画
面
「
筆

致
「
ま
た
画
面
「
大
き
さ
か
ら
「
明
時
代
「
「
古
木
寒
鴉
図
「
「
方
が
よ
り
親
近
性
が

高
い
だ
ろ
う
。

探
幽
「
同
時
代
「
画
家
で
は
「
狩
野
「
雪
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
個
人
蔵
「に
み
ら

「
94
「「

95
「

「
96
「

「
97
「

「
98
「

「
99
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
六

れ
る
「
入
念
な
描
き
込
み
「
「
水
を
背
景
「
し
た
花
鳥
「
奥
行
き
「
あ
る
空
間
構
成
「

互
い
に
視
線
を
交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
禽
鳥
た
ち
「
前
後
に
枝
分
か
れ
し
た
立
体
的
で

複
雑
な
樹
形
表
現
は
「
呂
紀
筆
「
梅
竹
「
禽
図
「「
浙
江
省
博
物
館
蔵
「や
沈
恢
筆
「
雪
中

花
鳥
図
「「
泉
屋
博
古
館
蔵
「「
い
っ
た
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
影
響
を
想
起
さ
せ
る
。

「
七
世
紀
後
半
に
流
通
「
高
ま
り
を
見
せ
た
明
時
代
「
中
国
画
家
に
よ
る
絵
画
が
「

「
七
世
紀
「
探
幽
を
は
じ
め
「
す
る
日
「
画
家
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
「
今
後
さ
ら

「
100
「

「
101
「

挿図23　狩野探幽筆 夕立宿鳥図
（クリーブランド美術館蔵）

挿図24　周文靖筆 古木寒鴉図
（上海博物館蔵）

註「
1
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鬼
原
俊
枝
「
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
帖
」
「
流
書
手
鑑
「「
武
田
恒
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編

『
美
術
史
「
断
面
』　

清
文
堂
出
版　

平
成
七
年
一
月
「「
九
二
〜
九
七
頁
。
同
論
文
は
「
同

氏
『
幽
徴
「
探
究　
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野
探
幽
論 

「
文
篇
』「
大
阪
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学
出
版
会　

平
成
「
年
二
月
「中
「

「
第
三
章　

模
索
「
軌
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「
に
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録
さ
れ
て
い
る
。

「
2
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将
軍
家
御
成
に
関
し
て
参
照
し
た
主
な
文
献
は
次
「
「
お
り
。

・
佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て「
一
〜
七
「「「『
金
鯱
叢
書
』
第
一
〜
「
輯　

徳

川
黎
明
会　

昭
和
四
「
九
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「
「
六
年
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・
熊
倉
功
夫
「
徳
川
秀
忠
「
茶
「
湯
「「
西
「
松
之
助
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
江
戸
「
芸
能
「

文
化
』
吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
「
年
三
月
「。

・
武
田
庸
二
郎
「
徳
川
家
綱
「
茶
湯
に
つ
い
て
─
身
分
制
社
会
に
お
け
る
饗
応
「
贈
答
─
「

「
村
上
直
編
『
幕
藩
制
社
会
「
地
域
的
展
開
』
雄
「
閣
出
版　

平
成
「
年
四
月
「。

・『
徳
川
将
軍
「
御
成
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
四
年
「
月
。

「
3
「　

茶
会
記
に
よ
る
「
茶
会
に
お
け
る
掛
物
使
用
「
推
移
に
関
し
て
参
照
し
た
主
な
文
献
は
次

「
「
お
り
。

・
芳
賀
幸
四
郎
「
掛
物
「
歴
史
「「『
茶
道
聚
錦 

九　

書
「
絵
画
』　

小
学
館　

昭
和
「
「
九

年
二
月
「。

・
真
保
亨
「
茶
「
湯
に
お
け
る
掛
絵　

そ
「
画
家
「
「
品
「「『
茶
道
聚
錦 

九　

書
「
絵
画
』

　

小
学
館　

昭
和
「
「
九
年
二
月
「。

・
谷
晃
「
茶
会
記
に
現
わ
れ
た
絵
画
「「『
美
術
研
究
』
第
三
六
二
号　

東
京
国
立
文
化
財
研

究
所　

平
成
七
年
三
月
「。

・
谷
晃
「
茶
会
記
に
見
る
書
画
「「『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
七
号　

野
村
美
術
館　

平

成
「
年
三
月
「。

「
4
「　

尾
張
徳
川
家
「
場
合
「
元
禄
「
一
年「
一
六
九
「
「「
「
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
る
麴
町
邸

御
成
に
お
い
て
「
「
秋
月
等
観
筆
「
寿
老
人
・
鶴
図
「「
現
・
徳
川
美
術
館
蔵
「が
表
書
院
「

床
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
「
品
は
「
印
章
が
明
ら
か
に
筆
で
描
か
れ
て
お
り
「
真
筆
で

な
い
こ
「
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
「
こ
「
は
「
御
成
で
用
い
ら
れ
る
絵
画
に
は
「
必
ず
し
も

な
る
「
「
が
必
要
な
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
七

真
筆
で
あ
る
必
要
は
な
く
「
筆
者
名
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
「
を
示
唆
す
る
。

「
5
「　

現
在
「「
探
幽
縮
図
「
を
翻
刻
も
し
く
は
公
刊
し
た
書
籍
・
論
文
は
次
「
「
お
り
。

・
石
川
大
浪
「
模
『
聚
珍
画
帖
』
享
和
二
年「
一
「
〇
二
「序
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン「https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606173

「で
閲
覧
可
能
。

・
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
「
「
「
・
「
「
六
年
。

・『
大
倉
集
古
館
蔵 
探
幽
縮
図
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月
。

・『
大
倉
集
古
館
蔵 
探
幽
縮
図
釈
文
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月
。

・『
室
町
水
墨
画
・
近
世
絵
画
─
県
内
所
蔵
品
を
中
心
に
─
』　

茨
城
県
立
歴
史
館　

昭
和

「
「
「
年
「
月
。

・
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
研
究
資
料 

ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵　

縮
圖
畫
帖
「
筆

園
佚
遊
「「『
國
華
』
第
一
〇
九
一
号　

國
華
社　

昭
和
六
「
一
年
二
月
「。

・
文
人
画
研
究
所
編
『
探
幽
縮
図
』　

藪
「
莊
「
郎　

昭
和
六
「
一
年
七
月
。

・『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
2　

絵
画
・
書
蹟
〔
日
「
篇
〕』　

大
和
文
華
館　

平
成

二
年
「
一
月
。

・
河
野
元
昭
「
資
料
紹
介
『
探
幽
縮
図
』「
東
京
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
「「「『
美
術
史
論
叢
』
№

9　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室　

平
成
「
年
三

月
「。

・
伊
藤
大
輔
「
「
品
解
説　

狩
野
探
幽
「
探
幽
縮
図
」「「『
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
㈠　

東

ア
ジ
ア
「
形
態
世
界
』　

東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館　

平
成
六
年
「
月
「。

・
小
野
真
由
美
「
新
収
品
紹
介 

探
幽
縮
図 

狩
野
探
幽
筆「
上
・
「
「「「『M

U
SEU

M
』
第

「
九
「
・
六
〇
一
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
「
七
年
「
月
・
同
「
「
年
四
月
「。

・
宮
崎
法
子
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
探
幽
縮
図
」「「『
実
践
女
子
大
学 

美
學
美
術
史

學
』
第
二
「
「
号　

実
践
美
学
美
術
史
学
会　

平
成
二
「
三
年
三
月
「。

こ
「
ほ
か
「「
探
幽
縮
図
「「
成
城
大
学
図
書
館
蔵
「が
成
城
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http

：//w
w

w
.lib.seijo.ac.jp/K

ansu/03_tanyusyukuzu.htm
l

「で
閲
覧
可
能
。

「
6
「　

板
倉
聖
哲
「
江
戸
時
代
初
期
狩
野
派
に
お
け
る
中
国
絵
画
受
容
─
「
探
幽
縮
図
」
を
通
し

て
「「『
遠
澤
「
探
幽
─
会
津
藩
御
抱
絵
師
加
藤
遠
澤
「
芸
術
─
』　

福
島
県
立
美
術
館　

平
成

「
年
一
月
「。

「
7
「　

湊
信
幸
「
明
時
代
「
寧
波
画
「「『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
第
「
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東

洋
美
術
史
に
お
け
る
西
「
東
─
対
立
「
交
流
─
』　

国
際
交
流
美
術
史
研
究
会　

平
成
四
年

三
月
「に
お
い
て
「
狩
野
博
幸
氏
「
意
見
「
し
て
「
寧
波
「
画
家
で
あ
る
趙
昌
国
「
「
水
画

中
「
人
物
表
現
が
狩
野
探
幽
「
非
常
に
近
い
「
い
う
指
摘
が
含
ま
れ
て
い
る
が
「
な
お
「
「

を
要
す
る
意
見
「
判
断
さ
れ
る
「
で
「
後
考
を
俟
ち
た
い
。

「
8
「　

安
田
篤
生
「
狩
野
探
幽
「
着
色
花
鳥
図
に
関
す
る
一
試
論
─
新
様
式
「
形
成
を
中
心
に
「

「『
美
術
史
に
お
け
る
転
換
期
「
諸
相
』「
平
成
二
三
年
度
〜
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金　

基
礎
研
究「
Ｂ
「研
究
成
果
報
告
書　

課
題
番
号
二
三
三
二
〇
〇
三
二
「研
究
代
表
者
根

立
研
介　

平
成
二
「
七
年
三
月
「「
七
九
〜
「
二
頁
。

「
9
「　

野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
「
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
図

帖
」
を
中
心
に
「「『
徳
川
「
平
和
─
二
「
〇
年
「
美
「
叡
智
─
』
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成

二
「
「
年
九
月
「「
一
六
一
頁
。

「
10
「　
『
桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』「
徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
年
四
月
「「
前
掲
註「
9
「『
徳
川
「

平
和
─
二
「
〇
年
「
美
「
叡
智
─
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
論
文
で
は
「
榊
原

悟
「
一
変
狩
野
氏
─
江
戸
初
期
狩
野
派
を
め
ぐ
っ
て
─
「「『
古
美
術
』
第
九
「
六
号　

三
彩

社　

平
成
二
年
「
月
「
日
「「
一
〇
一
〜
一
〇
六
頁
が
探
幽
徳
川
「
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
な
お
「
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店

　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
六
章 

探
幽
様
「
確
立　

三
「
一
変
狩
野
氏
「
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

「
11
「　

「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト 

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「

数
量
に
つ
い
て「
一
「─
絵
画
・
書
跡
編
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「「
二
「
四
〜
二
「
「
頁
。

「
12
「　
『
尾
張
徳
川
家
初
代
「
直
襲
封
四
〇
〇
年
記
念　

尾
張
「
殿
様
物
語
』「
徳
川
美
術
館　

平

成
「
九
年
四
月
「「
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

「
13
「　

尾
張
徳
川
家
が
収
蔵
し
て
い
た
書
画
「
内
「
掛
物
「
外
「
形
態
「
「
品
「
巻
物
や
屛
風
に

つ
い
て
は
「
江
戸
時
代
初
期
「
蔵
帳
に
記
載
を
確
認
す
る
こ
「
が
難
し
い
。
形
態
に
よ
っ
て

道
具
「
し
て
「
扱
わ
れ
方
「
違
い
が
生
じ
た
理
由
に
は
「
個
々
「
道
具
に
定
め
ら
れ
た
「
表

道
具
「「
奥
道
具
「
「
し
て
「
位
置
づ
け
が
関
係
し
て
い
る
「
思
わ
れ
る
。

　

当
時
「
蔵
帳
「
記
述
方
針
は
未
詳
で
あ
る
が
「
将
軍
「
御
成
や
上
使
「
歓
待
「
い
っ
た
公

的
行
事
で
用
い
ら
れ
る
「
表
道
具
「
に
つ
い
て
は
「
蔵
帳
に
お
い
て
「
者「
筆
者
「名
や
旧
蔵



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
「

者
名
を
明
記
し
た
上
で
「
重
点
的
に
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
う
か
が
え
る
。
そ
「
中
で
特

に
掛
物
は
「
筆
者
名
を
明
記
し
て
よ
り
重
点
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
そ
「

原
因
に
は
「
尾
張
徳
川
家
も
例
に
も
れ
ず
「『
君
台
観
左
右
帳
記
』
を
儀
礼
「
規
範
「
一
つ

「
し
て
い
た
こ
「
が
考
え
ら
れ
る
。

　

書
画
「
中
で
も
「
私
的
空
間
で
用
い
ら
れ
る
「
奥
道
具
「
に
該
当
す
る
こ
「
が
多
い
屛
風

や
巻
物
は
「
公
的
行
事
「
際
に
床
を
飾
る
道
具
「
し
て
「
表
道
具
「
「
な
る
可
能
性
が
高

か
っ
た
掛
物
に
比
べ
「
筆
者
名
を
明
記
し
て
管
理
す
る
必
要
が
低
か
っ
た
「
だ
ろ
う
。

「
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「　

四
辻
秀
紀
・
龍
澤
彩
「
葵
紋
「
変
遷
「「『
尾
張
「
殿
様
物
語
』
徳
川
美
術
館　

平
成
「
九

年
四
月
「。

「
15
「　

「
「
善
也
「
研
究
ノ
ー
ト
「
落
款
「
制
「
年
」「「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「
抒
情

美
「
世
界
─
』　

静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
九
年
二
月
「「
鬼
原
俊
枝
「
第
四
章　

幽
微
「
探

究
─
探
幽
芸
術
「
成
立
「「『
幽
微
「
探
究　

狩
野
探
幽
論
』
「
文
篇　

大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
「
年
二
月
「。

「
16
「　

製
「
年
が
判
明
し
て
お
り
「
徳
川
「
「
落
款
に
近
し
い
書
体
「
落
款
を
有
す
る
「
品
は
次

「
「
お
り
で
あ
る
。

・「
達
磨
・
蝦
蟆
・
鉄
拐
図
「「
南
禅
寺
蔵
「　

「
応
三
年「
一
六
「
四
「

　

署
名
「
「
応
三
年
甲
午
七
月
「
二
日 

探
幽
法
眼
筆
「「

　
「
法
眼
探
幽
「
朱
文
円
内
方
印
・「
守
信
「
朱
文
瓢
印
・「
探
幽
「
朱
文
方
印

・「
達
磨
図
「「
列
祖
図
「
内
「
相
国
寺
蔵
「　

明
暦
二
年「
一
六
「
六
「四
月

　

署
名
「
探
幽
齋
筆
「「「
守
信
「
朱
文
瓢
印

・「
周
茂
叔
・
林
和
靖
図
屛
風
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「　

寛
文
元
年「
一
六
六
一
「

　

署
名
「
行
年
六
「
歳
探
幽
法
眼
筆
「「「
守
信
「
朱
文
瓢
印

「
17
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
年
譜
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
日
「
経
済
新
聞

社　

平
成
「
四
年
「「
榊
原
悟
「
探
幽
年
譜
「『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書

店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「な
ど
を
参
照
。

「
18
「　
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
三
巻　

尾
藩
世
記 

「
』「
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二

年
三
月
「を
中
心
「
し
て
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
「
記
録
文
書
を
参
照
し
た
。

「
19
「　
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
三
巻　

尾
藩
世
記 

上
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二

年
三
月
。

「
20
「　

同
様
「
姿
態
を
「
る
つ
が
い
「
雉
鳩
は
「
探
幽
筆
「
陶
淵
明
菊
梅
図
「「
栃
木
県
立
博
物

館
蔵
「「
左
幅
に
も
見
い
だ
せ
る
。「
陶
淵
明
菊
梅
図
「
は
「
掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著

色
「
各
幅
「
紙
縦
一
二
九
・
一
糎
「
横
「
三
・
九
糎
「
各
幅
に
「
法
印
探
幽
行
年
六
「
「
歳

筆
「
「
署
名
が
あ
る
こ
「
か
ら
「
寛
文
七
年「
一
六
六
七
「「
製
「
「
わ
か
る
。『
狩
野
派
─

四
〇
〇
年
「
栄
華
─
』「
栃
木
県
立
博
物
館　

平
成
二
「
一
年
「
月
「「
図
版
番
号
41
。

「
21
「　

近
い
形
態
「
樹
木
は
「
大
徳
寺
「
坊
方
丈
「
「
梅
鷺
図
襖
「「
大
徳
寺
蔵
「に
見
ら
れ
る
。

「
梅
鷺
図
襖
「
は
「
紙
「
墨
画
「
各
面
「
紙
縦
一
七
四
・
〇
糎
「
横
「
「
・
四
糎
。
一
室
で

あ
る
雲
門
庵
「
内
壁
に
当
時
「
住
持
で
あ
っ
た
江
月
宗
玩
に
よ
る
「「
雲
門
庵
幷
函
丈
畫
圖

　

狩
野
法
眼
探
幽
染
筆
也　

佐
久
間
将
監
寄
附
焉　

寛
永
「
「
年
辛
巳
七
月
廿
二
日　

住
「

宗
玩
書
「
「
い
う
墨
書
が
あ
り
「
寛
永
「
「
年「
一
六
四
一
「「
製
「
「
わ
か
る
。

「
22
「　

前
掲
註「
8
「安
田
氏
論
文
「
七
九
〜
「
二
頁
。

「
23
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
筆
「
竹
林
七
賢
・
香
「
九
老
図
「
屛
風
─
そ
「
革
新
性
─
「「『
静

岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
№
6　

静
岡
県
立
美
術
館　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「「
三
六
〜
三
九

頁
。

「
24
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
淡
彩
「
各
隻
「
紙
縦
九
二
・
「
糎
「
横
二
七
〇
・
〇
糎
。
玉

蟲
敏
子
「
狩
野
探
幽
筆　

花
鳥
図
屛
風
「「『
國
華
』
第
一
三
四
「
号　

國
華
社　

平
成
二
「

年
二
月
「。
特
に
「
武
蔵
野
美
大
「
に
つ
い
て
は
「
能
阿
弥
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
重
要
文
化

財
「
出
光
美
術
館
蔵
「「
「
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ
に
お
け
る
共
通
点
「
影
響
関
係
を
玉
蟲
氏

が
同
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
。
能
阿
弥
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「
は
「
探
幽
に
よ
る
絵
画
「
鑑
定

記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
畠
「
記
念
館
所
蔵
「
に
記
録
さ
れ
て
お
り
「
探
幽
が

直
接
目
に
し
て
い
た
こ
「
が
確
実
な
「
品
で
あ
る
。

「
25
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
墨
画
「
各
隻
「
紙
縦
一
四
七
・
二
糎
「
横
三
「
「
・
六
糎
。

前
掲
註「
10
「『
桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』「
図
版
番
号
13
。

「
26
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
金
地
著
色
「
各
隻
「
紙
縦
一
「
「
・
六
糎
「
横
三
七
一
・
「

糎
。
前
掲
註「
15
「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「抒
情
美
「
世
界
─
』「
図
版
番
号
8
。

「
27
「　
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て
は
「
中
島
純
司
「
生
命
表
現
「
可
能
性
─
雪
舟
系
花

鳥
図
屛
風
「
成
立
に
つ
い
て
─
「『
日
「
屛
風
絵
集
成 

第
六
巻　

花
鳥
画 

花
木
・
花
鳥
』「
講

談
社　

昭
和
「
「
三
年
九
月
「を
参
照
。

「
28
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
墨
画
淡
彩
「
各
隻
「
紙
縦
一
七
「
・
一
糎
「
横
三
七
「
・
七



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
九

版　

昭
和
「
「
六
年
「
月
「「「
35 

「
水
花
鳥
図
巻
「「
お
よ
び
「
探
幽
縮
図
「「
個
人
蔵
「
未

公
刊
「。

「
35
「　

な
お
「
島
津
家
「
売
立
目
録
に
は
「
昭
和
三
年
「
月
二
「
「
日
入
札
『
公
爵
島
津
家
蔵
品

入
札
目
録
』「
東
京
美
術
倶
楽
部
「「
昭
和
四
年
三
月
四
日
入
札
『
公
爵
島
津
家
御
蔵
品
入
札
』

「
東
京
美
術
倶
楽
部
「「
昭
和
「
四
年
「
一
月
二
「
三
日
入
札
『
某
旧
大
名
御
蔵
品
入
札
』「
東

京
美
術
倶
楽
部
「が
確
認
で
き
る
が
「
い
ず
れ
に
も
呂
紀
東
博
「
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
36
「　

黃
立
芸
「
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心
「
す
る
明
代
花
鳥
画
「
研

究
「「『
鹿
島
美
術
研
究　

年
報
第
二
「
「
号
別
冊
』
鹿
島
美
術
財
団　

平
成
二
「
年
「
一

月
「「
前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
。

「
37
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
句
読
点
は
前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
に
拠
る
「。

呂
紀
「
「
廷
振
「
鄞
縣
人
。
風
神
清
雅
「
留
心
藻
繪
「
或
綴
「
詩
。
専
攻
翎
毛
「
亦
間
「
「

水
人
物
。
厲
志
唐
宋
「
来
名
筆
「
焄
集
衆
「
。
初
寓
維
揚
「
所
「
尤
精
緻
。
成
化
間
「
亦
嘗

至
京
「
不
售
。
弘
治
應
例
入
御
用
監
「
益
造
詣
出
群
。
凡
草
木
花
鳥
「
生
意
流
動
。
泉
石
坡

景
「
點
染
烟
潤
「
有
造
化
生
意
之
妙
。
際
遇
孝
皇
「
留
神
縑
素
「
「
游
芸
適
情
「
寵
賚
優
渥
「

傳
奉
陞
至
錦
衣
衞
指
揮
。
凡
応
詔
「
制
「
多
立
意
進
䂓
。
雖
渉
杜
撰
「
而
昕
存
有
在
。
孝
皇

嘗
稱
之
曰
「
工
執
藝
事
「
諫
「
呂
紀
有
之
。
卧
病
「
存
問
絡
繹
「
自
知
負
荷
不
勝
「
必
不
可

起
。
果
卒
。
無
子
「
人
尤
惜
之
。

「
38
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
句
読
点
は
前
掲
註「
36
「黃
氏
論
文
に
拠
る
「。

呂
紀
「
「
廷
振
「
號
楽
愚
「
鄞
人
。
風
神
秀
雅
「
精
於
藻
繪
「
時
綴
小
詩
其
上
。
初
學
邊
景

昭
花
鳥
「
弆
忠
徹
見
之
「
謂
出
景
昭
上
「
舘
於
家
「
使
臨
唐
宋
「
来
名
畫
「
遂
入
妙
品
「
獨

歩
當
代
。
嘗
戯
畫
雌
雞
壁
間
「
而
生
雄
谷
谷
繞
其
側
弗
去
「
殆
古
點
精
敲
板
之
流
。
孝
廟
時
「

召
至
京
師
「
官
錦
衣
衞
指
揮
同
知
。
紀
為
人
謹
禮
法
「
敦
信
「
「
縉
紳
多
重
之
。
其
在
畫
院
「

凡
應
詔
「
制
「
多
立
意
進
䂓
。
孝
皇
稱
之
曰
「
工
執
藝
事
「
諫
「
呂
紀
有
焉
。
比
病
「
存
問

絡
繹
。
自
言
渥
恩
難
勝
「
吾
其
死
矣
。
果
卒
。

「
39
「　

前
掲
註「
5
「京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』「
文
人
画
研
究
所
編
『
探
幽

縮
図
』。

「
40
「　

前
掲
註「
1
「鬼
原
氏
論
文
「
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

「
41
「　
「
君
台
観
左
右
帳
記
「
「
諸
「
に
つ
い
て
は
「
矢
野
環
『
君
台
観
左
右
帳
記
「
総
合
研
究
』

「
勉
誠
出
版　

平
成
「
一
年
二
月
「に
拠
っ
た
。

糎
。
管
理
番
号F1953.94-95

。https

：//asia.si.edu/object/F1953.94/
「
29
「　

前
掲
註「
5
「『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
2　

絵
画
・
書
蹟
〔
日
「
篇
〕』「
図
版
番

号
59
。

「
30
「　

河
野
元
昭
「
探
幽
縮
図
─
平
福
家
「
を
中
心
に
─
「「『
日
「
「
美
術　

第
一
九
四
号　

狩

野
探
幽
』
至
文
堂　

昭
和
「
「
七
年
七
月
「。
現
存
す
る
「
探
幽
縮
図
「
「
留
書
に
記
さ
れ

た
年
記
は
「
探
幽
「
晩
年
期
に
あ
た
る
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「「
降
に
集
中
し
て
い
る
。
河

野
氏
に
よ
る
「
「
明
暦
二
年「
一
六
「
六
「「
月
「
六
日
に
江
戸
で
生
じ
た
大
火
で
探
幽
「
家

が
焼
失
し
た
「
後
「
製
「
「
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
ま
ま
に
受
け
止
め
る
「
「
徳
川
「
が
製
「

さ
れ
た
時
期
「
「
探
幽
が
前
田
家
「
を
「
探
幽
縮
図
「
に
記
録
し
た
時
期
に
「
時
系
列
的
な

齟
齬
が
生
じ
る
こ
「
に
な
る
。
し
か
し
「
焼
失
後
「
「
前
見
た
「
品
を
「
録
し
た
可
能
性
も

高
く
「
現
状
で
は
「
探
幽
縮
図
「
に
記
録
さ
れ
る
「
品
は
「
探
幽
生
前
に
流
通
し
て
い
た
絵

画
「
情
報
「
し
て
み
ら
れ
て
お
り
「
「
稿
も
そ
れ
に
従
う
。「
探
幽
縮
図
「
「
「
記
録
に
つ

い
て
は
「
前
掲
註「
25
「玉
蟲
氏
論
文
「
三
一
頁
。

「
31
「　

和
田
千
春
「
茶
会
「
雪
舟
─
将
軍
「
権
威
を
基
盤
「
し
た
雪
舟
評
価
「
形
成
過
程
「
そ
「

背
景
─
「「『
美
術
史
』
第
一
七
三
号　

美
術
史
学
会　

平
成
二
「
四
年
「
月
「。

「
32
「　

掛
幅
装「
四
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
七
六
・
〇
糎
「
横
一
〇
〇
・
「
糎
。
呂

紀
東
博
「
お
よ
び
呂
紀
に
よ
る
花
鳥
図
や
呂
紀
「
画
風
を
受
け
継
い
だ
花
鳥
図
に
関
す
る
多

く
を
「
黃
立
芸
『
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

四
幅
「「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心
「
す
る
日
中

花
鳥
画
「
比
較
研
究
』「
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論
文　

平
成
二
「
二
年

六
月
「「
竹
浪
遠
「
呂
紀
画
風
「
そ
「
「
播
─
「
四
季
花
鳥
図
」「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心

に
─
「「『
古
文
化
研
究
』
第
「
一
号　

黒
川
古
文
化
研
究
所　

平
成
二
「
四
年
三
月
「に
拠
っ

た
。

「
33
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
「
〇
〜
「
「
頁
。
特
に
奔
流
「
表
現
に
つ
い
て
は
「
前
掲
註

「
32
「黃
氏
論
文「
九
〇
〜
九
一
頁
「で
指
摘
さ
れ
た
「
呂
紀
筆
「
春
渓
双
鶴
図
「「
ニ
コ
ラ
ス
・

ケ
ー
ヒ
ル
旧
蔵
「
バ
ー
ク
レ
ー
美
術
館
蔵
「や
「
正
統
「
年「
一
四
四
三
「に
宮
廷
画
家
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
「
法
海
寺
壁
画
東
壁
「
に
描
か
れ
る
水
流
「
表
現
「
「
近
似
性
か
ら
「
呂

紀
自
身
に
よ
る
「
図
「
可
能
性
を
肯
定
し
つ
つ
「
日
「
で
製
「
さ
れ
た
可
能
性
も
提
示
し
て

い
る
。

「
34
「　

前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
「
七
一
頁
。
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図　

「
』「
同
朋
舎
出



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
〇

「
42
「　
『
和
漢
印
尽
』
は
「
様
々
な
版
が
あ
り
「
折
帖
に
な
っ
た
版
も
存
在
す
る
が
「
三
冊
「
「

み
が
玉
井
富
紀
「
い
う
人
物
が
集
め
て
い
た
印
影
を
三
冊
「
「
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
旨
「

序
文
を
伴
っ
て
い
る
。
公
開
さ
れ
て
い
る
三
冊
「
「
史
料
「
し
て
は
「
愛
媛
大
学
図
書
館

「
蔵
「「
鈴
鹿
文
庫
「
配
架
番
号
七
三
九
─
一
三
「が
あ
る
。
た
だ
し
「
上
中
「
三
巻
「
う

ち
「
上
中
「
二
巻
「
み
が
蔵
さ
れ
る
。
次
「
ア
ド
レ
ス
よ
り
閲
覧
可
能
。http://w

w
w

.lib.
ehim

e-u.ac.jp/SU
ZU

K
A

/443/index.htm
l

「
43
「　

た
だ
し
「
印
に
つ
い
て
は
「
印
文
そ
「
も
「
は
呂
紀
東
博
「
「
各
幅
に
捺
さ
れ
る
印
「
同

文
で
文
「
「
配
置
も
同
様
で
あ
り
な
が
ら
「
「
「
形
状
が
大
き
く
異
な
る
。

「
44
「　

坂
崎
坦
編
『
日
「
画
論
大
観　

上
巻
』「
ア
ル
ス　

昭
和
二
年
「
月
「「
四
一
頁
。

「
45
「　

前
掲
註「
44
「『
日
「
画
論
大
観　

上
巻
』「
三
「
七
頁
。

「
46
「　

前
掲
註「
8
「安
田
氏
論
文
「
「
一
頁
。

「
47
「　
『
「
雑
組
』
に
つ
い
て
は
「
岩
城
秀
夫
訳
注
『
「
雑
組
1　

東
洋
文
庫
六
〇
「
』「
平
凡
社

　

平
成
「
年
九
月
「お
よ
び
『
「
雑
組
4　

東
洋
文
庫
六
二
三
』「
平
凡
社　

平
成
九
年
九
月
「

を
参
照
し
た
。

「
48
「　

前
掲
註「
5
「藪
「
氏
著
書
「「
一
「
和
漢
梅
竹
花
鳥
図
巻
「。

「
49
「　

錦
織
亮
介
「
北
九
州
大
学
所
蔵 

狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「「『
北
九
州
大
学

文
学
部
紀
要 

Ｂ
系
列
』
第
「
「
号　

北
九
州
大
学
文
学
部　

昭
和
「
「
七
年
「
月
「「
二
「

頁
。

「
50
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
前
掲
註「
49
「錦
織
氏
論
文
「
二
〇
頁
「。

此
書
ノ
画
工
ハ
時
代
ニ
ヨ
リ
テ
ツ
イ
ニ
見
ヌ
画
タ
リ
ト
モ 

師
筋
モ
親
筋
ヲ
モ
ツ
テ
見
出
ス

ベ
シ 

一
々
我
不
残
見
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
書
ガ
タ
シ 

其
手
ス
ジ
第
一
吟
味
シ
テ 

其
人
ノ
位
ニ

ヨ
リ
テ
又
画
高
「
ア
リ 

僧
ノ
画
ハ
皆
一
ツ
ニ
キ
ワ
マ
ル 

俗
ハ
又
一
ツ
ナ
リ 

唐
ノ
画
ハ
閻
立

徳
ヲ
「
卜
シ
テ
ミ
ナ
ソ
ノ
筆
流
ニ
テ
サ
マ
〳
〵
ニ
ワ
カ
レ
タ
ル
ナ
リ 

故
ニ
唐
ノ
エ
ン
リ
ウ

ト
ク
ヲ
「
ト
シ
テ
ミ
ベ
シ 

唐
画
ト
見
出
ス
ハ
マ
タ
其
古
サ
ニ
テ
心
エ
ベ
シ 

第
一
古
キ
ヲ
先

唐
卜
見
テ
画
工
ヲ
セ
ン
ギ
ス
ベ
シ 

マ
ヅ
エ
ン
リ
ウ
ト
ク
ガ
筆
流
卜
見
テ
ソ
レ
〳
〵
ノ
手
ク

セ
ヲ
見
テ 

此
ホ
ウ
カ
ン
ノ
文
ニ
テ
見
ワ
ケ
ベ
シ 

宋
ハ
徽
宗
皇
帝
ヲ
「
ト
シ
テ 

画
風
李
龍
眠

ハ
又
一
風
ワ
カ
レ
リ 

此
「
ニ
ハ
牧
溪
李
安
忠
成
宗
道
有
リ 

其
「
ニ
趙
昌
馬
遠
夏
珪
ナ
ド
ゝ

ワ
カ
レ
タ
リ 

宋
画
ハ
皆
リ
ヤ
ウ
ミ
ン
キ
ソ
ウ
ヲ
「
ニ
タ
テ 

其
流
レ
ノ
ワ
カ
レ
フ
見
テ
コ
ト

ハ
ル
ベ
シ 

第
一
宋
画
ハ
地
ハ
紙
地
少
シ 

キ
ヌ
地
多
キ
ト
ミ
ル
ベ
シ 

宋
画
ノ
古
ビ
ハ
唐
ヨ
リ

ハ
色
白
シ 

元
画
ハ
子
昂
ヲ
「
ト
シ
テ
見
ベ
シ 

其
「
ニ
舜
挙
耀
卿
顔
輝
有
リ 

其
流
レ
ミ
ナ
様

〳
〵
ナ
レ
ド
モ
ヲ
ナ
ジ
キ
ナ
リ 

元
ニ
紙
地
モ
多
シ 

古
ビ
又
白
シ
キ
ヌ
地
ハ
少
シ
コ
マ
シ

「
51
「　
「
カ
タ
シ
味
ス
シ
「
に
つ
い
て
は
「
「
味
・
「
形
を
踏
ま
え
た
表
現
「
考
え
ら
れ
る
。
巻

第
二
「
「
顧
愷
之
「
「
上
欄
に
「「
目
利
ニ
「
色
有　

位
ニ
「
味
有　

形
ニ
「
人
有　

夫
ヲ

ワ
キ
マ
フ
コ
ト
大
也
「
「
記
さ
れ
「
続
け
て
次
「
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

「
水
書　

人
形
書　

花
松竹

書　

鳥
書　

獣
魚
書　

右
「
色
也

　
　

ア
マ
シ　

カ
ラ
シ　

ニ
カ
シ　

ス
シ　

シ
ワ
ハ
ユ
シ　

「
味
也

　
　

カ
ル
シ　

カ
タ
シ　

ヨ
ハ
シ　

ツ
ヨ
シ　

シ
タ
ル
シ　

「
形
也

「
味
「
一
つ
「
ス
シ
「
は
「
具
体
的
な
意
味
は
未
詳
な
が
ら
「「
酸
シ
「
「
解
釈
さ
れ
る
。

「
52
「　

相
国
寺
九
「
「
世
鳳
林
「
章
「
日
記
『
隔
蓂
記
』
「
寛
文
三
年「
一
六
六
三
「「
月
四
日
「

条
に
は
「
安
信
に
呂
紀
「
品
「
鑑
定
依
頼
が
あ
っ
た
こ
「
が
記
さ
れ
「
翌
月
二
「
「
日
に
は

呂
記「
紀
「「
外
題
が
安
信
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
原
文
は
次
「
「
お
り
。

・
寛
文
三
年
「
月
四
日
条

「
前
「
「彦
西
堂
所
持
之
花
鳥
之
繪
一
軸
狩
野
永
眞
江
為
見
「
遣
「
則
中
古
之
唐
繪
「
呂
記

「
紀
「・
林
良
「
此
等
之
筆
之
由
「
申
来
也
。

・
同
九
月
二
「
「
日
条

「
前
「
「自
狩
野
永
眞
法
眼
「花
鳥
之
繪
呂
記「
紀
「筆
之
外
題
書
来
。
彦
西
堂
所
持
之
繪
也
。

『
隔
蓂
記 

巻
「「
復
刻
版
「』「
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
「「
四
三
六
・
四
「
六
頁
。

「
53
「　

前
掲
註「
5
「小
野
氏
論
文
「
図
版
番
号
り
─
5
。

「
54
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
〇
・
〇
糎
「
横
一
二
〇
・
〇
糎
。『
林
良
呂
紀
画
集
』

「
天
津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
九
七
年
六
月
「「
図
版
番
号
170
。

「
55
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
三
・
〇
糎
「
横
一
〇
三
・
一
糎
。『
筆
墨
「
美　

水

墨
画　

静
嘉
堂
「
水
墨
画
名
品
選
』「
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

平
成
二
「
一
年
「
月
「「
図
版

番
号
26
。

「
56
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
六
一
・
七
糎
「
横
九
「
・
六
糎
。『
明
代
絵
画
「
雪
舟
』

「
根
津
美
術
館　

平
成
「
七
年
七
月
「「
図
版
番
号
63
。

「
57
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
中
で
「
こ
「
三
点
は
ほ
「
ん
ど
一
致
す
る
呂
紀
様
式
花
鳥
図

「
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
「
竹
浪
氏
は
こ
れ
ら
「
比
較
か
ら
「「
呂
紀
「
品
「
図
様
が
明
中

期
か
ら
末
期
ま
で
「
「
さ
れ
る
過
程
で
「
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
に
忠
実
に
継
「
が
可
能
で



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
一

れ
た
描
写
に
よ
る
「
水
表
現
「
融
合
に
追
従
す
る
か
「
よ
う
に
「
探
幽
永
平
寺
「
で
は
画
中

に
流
水
や
滝
・
池
を
描
く
こ
「
で
─
描
写
や
構
図
か
ら
「
成
功
し
て
い
る
「
は
必
ず
し
も
言

い
が
た
い
も
「
「
─
画
面
「
奥
行
き
を
演
出
し
よ
う
「
し
て
い
る
点
は
「
探
幽
独
自
「
呂
紀

学
習
に
基
づ
く
成
果
「
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
71
「　

榊
原
悟
氏
は
「「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「に
つ
い
て
「
つ
が
い
で
雌
雄

「
鳳
凰
を
描
い
た
こ
「
に
着
目
し
「
そ
「
製
「
背
景
に
徳
川
将
軍
家
「
婚
礼
を
想
定
さ
れ
て

い
る
。「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「
「
つ
が
い
「
鳥
を
メ
イ
ン
「
し
た
表
現
に
は
「
吉
祥
性
「
意
味

に
加
え
「
呂
紀
は
じ
め
明
時
代
「
花
鳥
図
に
つ
が
い
で
視
線
を
交
わ
し
合
う
鳥
「
表
現
が
多

い
こ
「
が
「
探
幽
「
「
画
に
影
響
を
与
え
て
い
る
「
考
え
た
い
。

榊
原
悟
「
狩
野
探
幽
筆　

桐
鳳
凰
図
屛
風
「「『
國
華
』
第
一
二
「
「
号　

國
華
社　

平
成

「
二
年
「
月
「「
一
四
頁
。
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像

─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 

探
幽
様
継
「　

四
「
図
様
構
成

「
基
「
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
72
「　

ほ
か
に
も
「
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期
「
思
わ
れ
る
「
探
幽
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
博
物
館
蔵
「に
も
同
様
「
構
図
法
が
認
め
ら
れ
る
が
「
実
見
は
お
ろ
か
精
細
な
写
真
資

料
も
手
元
に
な
い
こ
「
か
ら
「
現
状
で
「
言
及
は
控
え
「
存
在
「
提
示
に
留
め
る
。

「
73
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
九
〇
・
二
「
横
九
「
・
三
糎
。「
宮
内

卿
法
印
探
幽
六
「
三
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。『
日
「
美
術
絵
画
全
集 

第
「
「
巻　

狩
野
探

幽
』「
集
英
社　

昭
和
「
「
三
年
四
月
「「
図
版
番
号
24
。
左
幅
「
梅
図
「
「
白
梅
は
「
探
幽

徳
川
「
右
隻
で
水
面
か
ら
湾
曲
し
な
が
ら
立
ち
上
る
白
梅
「
樹
形
に
酷
似
す
る
。

「
74
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
「
七
・
「
糎
「
横
六
「
・
「
糎
。
松
平
大
和
守
直

矩
依
頼
・
所
用
。「
宮
内
卿
法
印
探
幽
行
年
六
「
四
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
東
京
都
美
術

館
編
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
日
「
経
済
新
聞
社　

平
成
「
四
年
「「
図
版

番
号
49
。

「
75
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
淡
彩
「
各
幅
「
紙
縦
一
二
一
・
〇
「
横
「
三
・
「
糎
。「
法
印

探
幽
行
年
六
「
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
前
掲
註「
15
「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「

抒
情
美
「
世
界
─
』「
図
版
番
号
2
。

「
76
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
一
「
・
二
「
横
「
二
・
「
糎
。
益
田
信

世
旧
蔵
。「
法
印
探
幽
行
年
七
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。

あ
る
一
方
「
部
分
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
く
こ
「
が
具
体
的
に
分
か
る
点
で
も
重
要
で
あ

る
。「
「
述
べ
て
い
る
。

「
58
「　

平
福
百
穂
旧
蔵
「
探
幽
縮
図
「
に
つ
い
て
は
「
昭
和
「
「
七
年
に
徳
川
美
術
館
「
根
津
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
花
生
「
展
「
調
査
資
料
を
利
用
し
た
。

「
59
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
七
「
・
二
糎
「
横
一
〇
一
・
三
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
137
。

「
60
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
九
一
・
〇
糎
「
横
一
〇
二
・
「
糎
。『
中
国
絵
画
総
合

図
録　

第
一
巻　

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
篇
』「
東
京
大
学
出
版
会　

昭
和
「
七
年
「
月
「「
整

理
番
号A

14-002

。

「
61
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
二
〇
三
・
〇
糎
「
横
九
九
・
〇
糎
。
管
理
番
号Y

1947-
63

。https://artm
useum

.princeton.edu/collections/objects/23577

「
62
「　

前
掲
註「
5
「『
大
倉
集
古
館
蔵 

探
幽
縮
図
』。

「
63
「　

前
掲
註「
5
「『
聚
珍
画
帖
』。

「
64
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
三
糎
「
横
一
〇
〇
・
〇
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
155
。

「
65
「　

掛
幅
装「
四
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
「
一
・
六
糎
「
横
「
一
・
三
糎
「
松
方

公
爵
家
旧
蔵
。

「
66
「　

小
野
真
由
美
「
狩
野
探
幽
筆
草
花
写
生
図
巻
─
所
収
写
生
図
「
年
代
順
「
動
向
「
被
写

体
「
提
供
者
に
つ
い
て
─
「「『M

U
SEU

M

』
第
六
「
七
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成

二
「
七
年
「
月
「「
四
「
頁
。
呂
紀
東
博
「
が
写
生
か
ら
「
影
響
が
希
薄
で
あ
り
「
探
幽
「

古
画
学
習
「
成
果
で
あ
る
「
す
る
文
脈
「
中
で
「
探
幽
永
平
寺
「
は
呂
紀
東
博
「
「
「
よ
う

な
四
幅
形
式
「
四
季
花
鳥
図
が
学
習
し
た
探
幽
が
「
そ
こ
か
ら
醸
成
し
て
い
っ
た
花
鳥
図
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
成
し
え
た
「
品
「
い
え
る
だ
ろ
う
「
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
「
ど
ま
る
。

「
67
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
「
〇
頁
。

「
68
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
七
九
・
四
糎
「
横
一
〇
「
・
「
糎
。『
松
井
文
庫
所
蔵

品
調
査
報
告
書「
「
「　

絵
画「
二
「』「
熊
「
県
立
美
術
館　

平
成
「
年
三
月
「「図
版
番
号
130
。

「
69
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
三
「
・
七
糎
「
横
七
「
・
一
糎
。
図
版
番
号JT

54-12

。

「
70
「　

も
ち
ろ
ん
大
樹
を
画
面
手
前
に
大
き
く
描
く
構
図
法
は
「
中
世
水
墨
画
に
も
見
ら
れ
る
手

法
で
あ
る
。
し
か
し
「
呂
紀
東
博
「
に
代
表
さ
れ
る
「
呂
紀
に
よ
る
精
緻
な
花
鳥
表
現
「
優



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
二

「
77
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
九
六
・
〇
糎
「
横
四
〇
・
〇
糎
。『
江
戸
「
狩
野
派
─
武

家
「
典
雅
─
』「
大
和
文
華
館　

平
成
「
九
年
九
月
「「
図
版
番
号
24
。
左
幅
は
名
称
「
し
て

は
「
柳
黄
鳥
図
「
「
表
記
さ
れ
て
い
る
が
「
描
か
れ
て
い
る
鳥
は
呂
紀
東
博
「
夏
景
に
も
描

か
れ
る
高
麗
鶯
で
あ
る
。
こ
「
対
幅
は
「
安
田
氏
に
よ
っ
て
「
探
幽
「
「
「
歳
代
「
降
「
新

た
な
様
式
「
著
色
花
鳥
図
が
引
き
継
が
れ
た
例
「
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註「
8
「安

田
氏
論
文
「
七
九
頁
。

「
78
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
九
三
・
〇
糎
「
横
三
「
・
〇
糎
。『
秘
蔵
日
「

美
術
大
観 

三　

大
英
博
物
館
Ⅲ
』「
講
談
社　

平
成
「
年
二
月
「「
図
版
番
号
27
。
な
お
「
こ

「
「
品
「
図
様
が
住
吉
広
行
筆
「
花
鳥
図
「「
大
英
博
物
館
蔵
「に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
「

が
「
榊
原
悟
「
美
術
・
粉
「
・
典
拠
主
「
「「『
狩
野
派
「
福
岡
』
福
岡
市
美
術
館　

平
成
「

年
二
月
「「
七
一
頁
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探

幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 

探
幽
様

継
「　

四
「
図
様
構
成
「
基
「
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
79
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
「
紙
縦
一
〇
七
・
「
糎
「
横
四
「
・
三
糎
「『
奈
良

市
「
絵
画
』「
奈
良
市
教
育
委
員
会　

平
成
七
年
三
月
「。
榊
原
悟
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師

「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 
探
幽
様
継
「　

四
「
図

様
構
成
「
基
「
「「
六
四
二
頁
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。
榊
原
氏
は
「
同
著
で
「
四
季
花
鳥

図
「「
大
英
博
物
館
蔵
「「
「
図
様
が
共
通
し
て
い
る
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
80
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
淡
彩
「
「
紙
縦
三
六
・
九
糎
「
横
六
一
・
七
糎
。「
探
幽
法
印

行
年
七
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
前
掲
註「
74
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「

図
版
番
号
53
。

「
81
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
「
四
・
二
糎
「
横
九
四
・
二
糎
「
松
方
公
爵
家
旧
蔵
。

「
探
幽
法
眼
筆
「
「
「
み
署
名
が
あ
る
が
「
そ
「
書
体
か
ら
萬
治
四
年「
一
六
六
一
「頃
「
製

「
「
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註「
74
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
図
版
番

号
52
。

「
82
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
「
写
生
─
新
収
蔵
《
白
鷴
図
》
か
ら
─
「「『
ア
マ
リ
リ
ス 

静
岡
県

立
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
』
№
78　

静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
「
七
年
七
月
「「
加
藤
弘
子
「
狩

野
探
幽
寫
生
論
─
鳥
獣
「
人
物
を
中
心
に
「「『
國
華
』
第
一
三
「
六
号　

國
華
社　

平
成

二
「
三
年
四
月
「。

「
83
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
三
糎
「
横
一
〇
〇
・
〇
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
155
。

「
84
「　

前
掲
註「
6
「板
倉
氏
論
文
「
九
「
頁
。

「
85
「　

松
島
仁
「
狩
野
探
幽
筆　

海
棠
に
尾
「
鳥
図
「「『
國
華
』
第
一
四
二
「
号　

國
華
社　

平

成
二
「
六
年
「
月
「「
三
二
頁
。
な
お
「
同
論
文
は
「
同
氏
「
第
三
部
第
三
章 

狩
野
派
花
鳥

図
「
将
軍
家
献
上
磁
器
鍋
島
「「『
権
力
「
肖
像 

狩
野
派
絵
画
「
天
「
人
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ　

平

成
三
「
年
六
月
「に
別
論
文
「
内
容
「
「
も
に
加
筆
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
86
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
「
・
一
糎
「
横
七
七
・
一
糎
「
津
和
野
藩
主
亀
井
家

四
代
茲
親「
一
六
六
九
〜
一
七
三
一
「所
持
。『『
天
「
を
治
め
た
絵
師 

狩
野
元
信
』「
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館　

平
成
二
「
九
年
九
月
「「
図
版
番
号
24
。

「
87
「　

辻
惟
雄
「
図
版
解
説　

呂
健
筆 

崑
崙
松
鶴
図
「「『
美
術
史
論
叢
』
№
4　

東
京
大
学
文
学

部
美
術
史
研
究
室　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「「
一
一
七
頁
。

「
88
「　

前
掲
註「
85
「松
島
氏
論
文
「
三
二
頁
。

「
89
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
七
〇
頁
。

「
90
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
四
七
・
〇
糎
「
横
「
「
・
二
糎
。
恩
賜
京
都
博
物
館
編

『
大
徳
寺
名
宝
集
』「
便
利
堂　

昭
和
「
年
七
月
「「『
大
徳
寺
龍
光
院　

国
宝 

曜
変
天
目
「
破

草
鞋
』「M

IH
O

 M
U

SEU
M

　

平
成
三
「
一
年
三
月
「「
図
版
番
号
187
。『
大
徳
寺
龍
光
院　

国
宝 

曜
変
天
目
「
破
草
鞋
』
で
「
門
脇
む
つ
み
氏
に
よ
る
解
説
に
は
「
堀
親
良「
一
「
「
〇

〜
一
六
三
七
「「
寄
進
状
が
あ
る
「
す
る
が
「
堀
親
昌
「
誤
り
で
あ
る
。
挿
図
は
筆
者
撮
影
。

「
91
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「［　

］
内
は
割
注
を
示
す
「。

　
　
　
　

 

覺

　
　

一　
鳳
凰
畫 

文
進
筆
［
狩
野
法
印
軸
付 

美
「
守
外
題
］

　
　

一　
唐
金
獅
子
香
爐

　
　

一　
黄
金
「
枚

　
　
　
　

「
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
美
「
守
遺
物

　
　

大
徳
寺
裏

　
　
　

 

龍
光
院

「
92
「　

各
書
状
「
原
文
は
次
「
「
お
り
。



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
三

に
「
創
建
「
来
「
建
物
で
あ
る
二
階
建
「
書
院
を
壊
し
「
そ
「
骨
組
み
を
利
用
し
て
新
た
に

現
存
「
昭
堂
を
建
立
し
た
こ
「
が
「
川
上
貢
氏
に
よ
っ
て
文
献
史
料
「
建
築
痕
を
も
「
に
突

き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
慶
安
二
年
前
後
に
既
存
「
密
庵
席
「「
既
存
か
新

築
「
「書
院
「
を
接
続
さ
せ
た
「
「
い
う
見
解
が
お
お
よ
そ
「
定
説
「
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
「
探
幽
筆
「
古
木
寒
鳥
図
「
「
製
「
も
慶
安
二
年
前
後
「
考
え
ら
れ
る
。

　

川
上
貢
「
竜
光
院
「
昭
堂
─
創
建
時
「
形
式
「
前
身
建
物
に
つ
い
て
─
「「『
建
築
史
研
究
』

№
9　

彰
国
社　

昭
和
二
「
七
年
「
月
「参
照
。
同
論
文
は
「
同
氏
『
日
「
建
築
史
論
考
』

「
中
央
公
論
美
術
出
版　

平
成
「
年
「
月
「に
「
録
さ
れ
て
い
る
。

「
95
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
四
四
・
「
糎
「
横
七
九
・
二
糎
。『
狩
野
探
幽
展
』「
板

橋
区
立
美
術
館　

昭
和
「
「
「
年
二
月
「「
図
版
番
号
27
。「
生
明
「
朱
文
瓢
印
が
「
探
幽
法

眼
筆
「
「
署
名
「
「
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
画
風
・
署
名
か
ら
「
探
幽
「
真
筆
「
思
わ
れ
る

が
「
印
は
基
準
「
例
に
な
く
「
署
名
「
上
に
重
ね
て
捺
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
「
手

を
離
れ
た
後
に
捺
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

「
96
「　

掛
幅
装
「
紙
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
「
一
・
一
糎
「
横
七
一
・
七
糎
。
浙
江
省
博
物
館
編

『
浙
派
集
英　

明
代
浙
派
絵
画
珍
品
特
展
集
』「
浙
江
人
民
美
術
出
版
社　

平
成
二
「
四
年
四

月
「「「
二
「
浙
派
与
院
体
的
交
洍
「
図
版
番
号
2
。

「
97
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
淡
彩
「
「
紙
縦
二
二
・
二
糎
「
横
二
四
・
三
糎
。『
宋
代
「
絵
画
』「
大

和
文
華
館　

平
成
元
年
「
月
「「
図
版
番
号
5
。

「
98
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
淡
彩
「
「
紙
縦
二
二
・
二
糎
「
横
二
四
・
三
糎
。『
元
時
代
「
絵
画
』

「
大
和
文
華
館　

平
成
「
年
「
月
「「
図
版
番
号
11
。

「
99
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
著
色
「
各
隻
「
紙
縦
一
「
「
・
三
糎
「
横
三
六
「
・
四
糎
。

京
都
国
立
博
物
館
編
『
狩
野
「
楽
・
「
雪
』「
毎
日
新
聞
社　

平
成
二
「
「
年
三
月
「「
図
版

番
号
33
。

「
100
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
三
・
一
糎
「
横
九
七
・
「
糎
。『
林
良
呂
紀
画
集
』「
天

津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
九
七
年
六
月
「「
図
版
番
号
141
。

「
101
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
四
糎
「
横
一
〇
「
・
〇
糎
。『
泉
屋
博
古 

中
国

絵
画
』「
泉
屋
博
古
館　

平
成
「
年
「
一
月
「「
図
版
番
号
10
。

な
お
「
「
「
「
挿
図
に
つ
き
ま
し
て
は
「
所
蔵
機
関
お
よ
び
個
人
「
御
所
蔵
家
よ
り
許
諾
「
「
「

「
狩
野
探
幽
自
筆
書
状
一
「

　
　

昨
日
之
御
手
紙
拝
見
仕
候

　
　

鳳
凰
之
絵
一
覧
仕
候

　
　

一
段
見
事
成
ゑ
に
て
御
座
候

　
　

御
書
付
之
通 
御
取
成
候
間

　
　

不
苦
絵
に
て
御
座
候

　
　

将
又
松
之
儀
可
被
「
候
旨

　
　

忝
奉
存
候 

何
事
も

　
　

「
貴
面
之
可
申
上
候 

「
上

　
　
　

卯
月
廿
「
日

　
　
「
端
裏
書
「

　
　

堀
美
「
守
様　

狩
野「
欠
失
「

「
狩
野
探
幽
自
筆
書
状
二
「

　
　

御
手
紙
拝
見
申
候
鳳
凰
之

　
　

絵
外
題
之
儀 

申
渡

　
　

則
取
調
御
使
者
へ

　
　

相
渡
候 

期
後
音
之

　
　

時
候 

「
上

　
　
　

卯
月
廿
七
日

　
　
「
端
裏
書
「

　
　

堀
美
「
守
様　

狩
野
法
眼

「
93
「　

前
掲
註「
5
「宮
崎
氏
論
文
「
図
版
番
号
3
。

「
94
「　

紙
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
「
四
・
六
糎
「
横
一
二
九
・
三
糎
。

　

密
庵
席
「
創
建
に
つ
い
て
は
「
実
質
開
「
「
江
月
宗
玩
が
龍
光
院
に
住
し
た
慶
「
「
六
年

「
一
六
一
一
「か
ら
「
い
わ
ゆ
る
「
紫
衣
事
件
「
「
端
緒
「
な
る
幕
府
に
よ
る
紫
衣
勅
許
無
効

「
通
知
が
な
さ
れ
た
寛
永
四
年「
一
六
二
七
「ま
で
「
間
「
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
現
状
「

密
庵
席
は
書
院
「
接
続
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
時
期
に
書
院
床
「
壁
貼
付
絵
が
製
「
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
密
庵
席
が
書
院
に
接
続
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
「
慶
安
二
年「
一
六
四
九
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
四

書
籍
・
雑
誌
か
ら
転
載
い
た
し
ま
し
た
。
典
拠
は
「
「
「
「
お
り
。

挿
図
10　
『
不
滅
「
シ
ン
ボ
ル　

鳳
凰
「
獅
子
』　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

平
成
二
「
三
年
六
月

挿
図
12　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
「
九
「
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
「
七
年
「
月

挿
図
16　
『
大
倉
集
古
館
蔵 

探
幽
縮
図
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月

挿
図
21　
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』　

日
「
経
済
新
聞
社　

平
成
「
四
年

挿
図
24　
『
上
海
博
物
館　

中
国
・
美
「
名
宝
④
』　

日
「
放
送
出
版
協
会
・
上
海
人
民
美
術
出
版

社　

平
成
四
年
一
月

【
付
記
】　

「
稿
執
筆
に
あ
た
り
「
「
品
調
査
お
よ
び
資
料
・
画
像
提
供
「
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
「
東
京
国
立
博
物
館「Im

age

：T
N

M
 Im

age A
rchives

「・
大
「
「
永
平
寺
・
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
・
大
和
文
華
館
・
根
津
美
術
館
・
大
倉
集
古
館
・
国
立
国
会
図
書
館
・
大
英
博
物

館
蔵
・
東
京
都
美
術
館
・
龍
光
院
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
・
上
海
博
物
館
・
個
人
「
御
所

蔵
家
よ
り
「
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
「
黃
立
芸
氏
に
は
博
士
論
文
「
閲
覧
に
あ
た
り
格

別
「
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「



金　

鯱　

叢　

書　
第
四
十
七
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
二
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
二
年
三
月
　

三
「
　

日
　
印
刷
・
発
行

竹
　
　
内
　
　
　
　
　
誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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